
東京経済大学報 第57巻第1号（夏号）アンケート
アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で
10名様に東経大グッズをプレゼントさせていただきます。
右の二次元コードから、ぜひご回答をお願いします。

東京都「こども未来会議（第12回）」に
現代法学部の野村武司教授がゲスト参加
　「子供が笑顔で子育てが楽しいと思える社会」の実現に向けて東京都が設置した
「こども未来会議（第12回）」が2024年5月29日（水）に東京都庁で開催され、現代
法学部の野村武司教授がゲスト参加しました。
　第12回となる今回は「アイルランドで私たちが学んだこと」をテーマに、「ワールドキャ
ンパス in アイルランド #つながる世界の10代」に参加した中高生が発表し、活動を
通した学びを振り返る報告会を行いました。「ワールドキャンパス in アイルランド #つ
ながる世界の10代」は、「チルドレンファースト」の社会の実現を目指す東京都が、ア
イルランドでの視察や意見交換を通じて、現地における子供の主体的な社会参加や
先進的な子供政策等、「こどもにやさしいまち」のあり方を学び、発信するプログラム
として開催し、選考の上決定された10名の中高生が、2024年3月26日から同月31
日にかけてアイルランドを訪問しました。
　「ワールドキャンパス in アイルランド #つながる世界の10代」参加者を引率した野村教
授は「アイルランドでは、子供の意見を聴き政策に反映させるということは、子供の権
利であると同時に文化であると強く感じた。今回の渡航は文化のきっかけになるような
ものであり、文化はつながりが必要である。このような機会を継続することで子供の声
が政策に反映されるよう、東京都の今後の取り組みに期待したい」旨コメントしました。

体育会部活動を紹介する公式サイト内ページを
リニューアル！ ～各部の近況報告など内容が充実
　本学公式サイトの体育会各部を紹介する「体育会系」ページを、体育会本部で広
報局長を務める卓球部の武川遥夏さん（コミュニケーション4年）の発案により、リニュー
アルしました。これまで、体育会各部の試合予定や結果は、体育会本部が運営する
Webサイトで情報を発信していましたが、各部の活躍をより多くの方に届けたいとい
う思いを持った武川さんが、広報課に相談したことでリニューアルが実現しました。
　新ページでは、各部の大会予定や試合結果、近況報告、広報局長のコメントなど
が毎月更新され、体育会の活動をより身近に感じられる工夫がされています。体育
会本部の活動と各部への応援をよろしくお願いします。

　国際交流課は2024年5月27日
（月）、グローバルラウンジ コトパ
ティオで「オーストラリアの留学生
活とインターンシップ」と題したイ
ベントを開催しました。今回は本
学のグローバルキャリアプログラ
ムでオーストラリアへ留学した徳
井日香さん（コミュニケーション3
年）が、約5カ月間の留学生活や現地でのインターンシップについて発表しました。徳
井さんは「自分の留学経験談がどれくらいの人に興味を持ってもらえるのか不安でし
たが、思っていた以上に多くの人が聞きに来てくれて、質問もたくさんしてくれたので、
楽しく発表ができました」と述べました。
　グローバルキャリアプログラムは本学のアドバンストプログラムの一つで、インター
ンシップを含む約5カ月間、海外研修を行うものです。研修効果をアップさせる留学
前後の授業や、研修費を大学が負担すること、休学が不要であることが特徴です。

留学体験を学生が発表 コトパティオイベント
「オーストラリアの留学生活とインターンシップ」を開催

第20回冬季デフリンピックで銀メダルを獲得した
本多将起選手が都民スポーツ大賞を受賞
　2024年5月20日（月）、都民スポー
ツ大賞表彰式が東京都庁で行われ、
今年3月にトルコで開催された第20回
冬季デフリンピック競技大会のフットサ
ル部門（男子団体戦）で銀メダルを獲
得した、本多将起さん（経済2年）が都
民スポーツ大賞を受賞しました。都民
スポーツ大賞は、世界的なスポーツ大
会において優秀な成績を収めた東京都ゆかりのアスリートの功績を称えるもので、今
回は計10名の選手に小池百合子東京都知事から表彰状と副賞が贈呈されました。

経済学部の佐藤一光教授が「森林環境税」に関して専門家として複数のTV番組へ出演
　経済学部の佐藤一光教授（専門：財政学、環境経済学）が、2024年6月3日（月）放
送のテレビ朝日・報道ステーションと6月4日（火）放送のテレビ朝日・モーニングショー、6
月7日（金）放送のフジテレビ・めざまし8に出演しました。報道ステーションでは、2024年

2024年度
第57巻 第1号

撮影：ハービー・山口　場所：100周年記念館前芝生広場

www.tku.ac.jp

第57巻　第1号　2024年7月発行
発行・編集　東京経済大学広報課  〒185-8502 東京都国分寺市南町１-７-34
誌面に関する問合わせ：広報課  ［TEL］042-328-7724  ［E-mail］pr@s.tku.ac.jp

TEL 042-328-6100
E-mail tokeikiyukai@s.tku.ac.jp

冊子の発送先変更・発送停止：校友センター
卒業生各種変更

（住所・勤務先・改姓等）

撮影の日は、一瞬でしたが午後の日差しがキャンパスを照らしてくれました。4人の学生さんのうち2人は、マレーシア
とミャンマーから来ている留学生です。彼らは国際交流・多文化共修チューターとして、留学生の支援や日本人学生
との交流イベントを企画するなど、様々な活動を行っています。私も東経大を卒業した年にイギリスへ渡り、初めて帰
国したのが10年近く経ってからという経験があり、現在の私の基礎が作られました。国際的な視野を持つことは大切
です。そんな彼らを精一杯応援したいという気持ちを込めてシャッターを切りました。

東京経済大学報の表紙写真を写真家でエッセイストのハービー・山口氏が担当し、大学の今を皆様に届けます。

表紙へのことば
ハービー・山口氏より

東京経済大学公式サイト：体育会系
https://www.tku.ac.jp/campus/club/taiikukai.html

6月から1人年額1,000円が徴収される森林環境税について紹介があり、佐藤教授は「森
林を大切にしていく方向性自体は間違っていないが、“脱炭素”に向けた下準備としての
政策になっているか疑問が残る」とコメントしました。
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岡本学長３期目を迎えて
～６年間の総括と課題・今後の展望～

就任以来、さまざまな改革に取り組んできた岡本英男学長が、
近藤浩之副学長、羽貝正美副学長と共に、大学の今、未来について語り合いました。

学長 岡本 英男
1980年、東北大学大学院経済学研究
科 博士後期課程単位取得満期退学。
2009年東京大学より博士（経済学）を
取得。2018年4月、東京経済大学学長
に就任。専攻は財政学。

副学長 羽貝 正美
東京都立大学社会科学研究科 政治学
専攻 博士課程単位取得満期退学。同
大学で修士（法学）の学位を取得。
2011年4月より東京経済大学現代法
学部教授。2022年4月副学長就任。

副学長 近藤 浩之
慶應義塾大学大学院商学研究科 博士
課程単位取得満期退学。同大学で経
済学士・商学士・商学修士の学位を取
得。2008年4月より東京経済大学経営
学部教授。2022年4月副学長就任。

「
ゼ
ミ
す
る
東
経
大
」は

本
学
に
息
づ
く
伝
統

羽
貝 

学
長
は
3
期
目
と
な
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
こ
の
6
年
間
を
振
り
返
っ
て

い
か
が
で
す
か
？

岡
本 

本
学
は
、1
9
0
0
年
創
立
の
大

倉
商
業
学
校
を
起
源
と
し
、1
9
4
9

年
に
大
学
昇
格
を
認
可
さ
れ
、
現
在

の
社
会
科
学
系
総
合
大
学
と
し
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
本
学

の
発
展
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る

た
め
に
2
0
2
0
年
に
策
定
し
た
の

が「
10
年
後
を
見
据
え
た
新
構
想
」で

す
。
教
学
改
革
に
お
い
て
は
、「
ゼ
ミ
・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
」「
英
語
と
多
文

化
共
生
力
の
強
化
」「
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
教
育
」「
大
学
院
に
お
け
る
教
学

改
革
」を
推
進
し
、取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
現
在

も
進
行
中
で
す
が
、軌
道
に
乗
り
つ

つ
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
が
掲
げ
る
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

「
考
え
抜
く
実
学
。」「
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム

に
裏
打
ち
さ
れ
た
実
学
教
育
」で
す
。

ゼ
ミ
に
関
し
て
は
よ
り
一
層
の
充
実

を
図
り
た
い
で
す
ね
。

近
藤 

「
10
年
後
を
見
据
え
た
新
構
想
」

を
検
討
す
る
上
で
真
っ
先
に
出
て
き

た
の
が
、ゼ
ミ
を
主
軸
と
し
た
少
人
数

教
育
の
強
化
で
し
た
。
2
0
2
5
年

度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
お
い
て

も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
に
関
し
て
は
、学
生
も
教
員
も

特
別
な
思
い
入
れ
を
持
っ
て
い
る
の

が
本
学
の
強
み
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
や
全
学
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
ゼ

ミ
の
研
究
報
告
会
は
大
学
側
が
提
案

し
た
も
の
で
は
な
く
、一
部
の
教
員
が

自
主
的
に
始
め
た
結
果
、全
学
に
広
が

り
ま
し
た
。
学
生
も
教
員
も
能
動
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
生
が
履

修
す
る
ゼ
ミ
の
傾
向
を
見
て
も
、主

体
的
・
対
話
的
な
学
び
を
望
ん
で
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
さ
に
、ス

ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る「
ゼ
ミ
す
る
東
経
大
」

が
本
学
に
息
づ
い
て
い
る
証
だ
と
思

い
ま
す
。

羽
貝 

教
員
と
学
生
の
距
離
の
近
さ
も

強
み
で
す
ね
。

近
藤 

仰
る
通
り
で
す
。
一
人
の
学
生

に
つ
い
て
教
員
同
士
で
話
し
合
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
し
、距
離
の
近
さ
は
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
ね
。ま

た
2
0
2
2
年
4
月
に
改
組
を
行
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
を
除
き
、

2
0
2
5
年
度
よ
り
新
た
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
導
入
し
ま
す
。2
0
2
2
年
度

よ
り
実
施
さ
れ
た
、高
校
の
新
学
習
指

導
要
領
で
学
ん
だ
学
生
に
対
応
す
る

も
の
で
す
が
、新
学
習
指
導
要
領
の
趣

旨
は「
主
体
的・
対
話
的
で
深
い
学
び

を
通
じ
て
探
求
を
深
め
る
力
の
育
成
」。

一
人
ひ
と
り
の
学
生
と
真
摯
に
向
き
合
い

主
体
性
を
尊
重
す
る
学
び
舎
へ

ま
さ
に
本
学
の
新
構
想
、特
に
ゼ
ミ
を

重
ん
じ
る
伝
統
と
合
致
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育・
多
文
化
共
生
も

強
化
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

学
生
が
や
り
た
い
こ
と
を
学
ぶ
。

そ
れ
こ
そ
が「
大
学
ら
し
い
大
学
」

岡
本 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
は
、

文
理
融
合
型
教
育
に
お
い
て
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
す

し
、多
文
化
共
生
に

お
い
て
は
、多
様
な

文
化
的
背
景
を
持

つ
学
生
と
学
ぶ
こ

と
で
、語
学
力
向
上

に
つ
な
が
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
に

関
し
て
は
、学
生
が

中
心
に
な
っ
て
問
題

提
起
す
る
な
ど
、常

に
対
話
に
な
り
ま
す

が
、私
が
大
切
に
し

て
い
る
の
は
、学
生

の
目
を
見
て
話
す
こ

と
。
目
を
見
て
話
す

こ
と
で
わ
か
り
あ

え
ま
す
し
、教
員
が

学
生
か
ら
学
ぶ
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
今

後
の
課
題
と
し
て

は
、学
生
が
学
び
た

い
こ
と
を
選
択
し
や

す
い
制
度
づ
く
り
に

取
り
組
み
た
い
で
す
ね
。
以
前
、経
済

学
部
の
私
の
ゼ
ミ
生
が
、故
・
徐
京
植

先
生
の
ゼ
ミ
も
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
は
徐
先
生
の
研

究
分
野
か
ら
選
択
し
ま
し
た
。
私
の

ゼ
ミ
に
も
一
生
懸
命
取
り
組
み
な
が

ら
、自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ

け
た
の
で
す
。
私
は
そ
れ
で
い
い
と

思
い
ま
し
た
し
、学
生
が
自
主
的
に
や

り
た
い
こ
と
を
学
ぶ
。そ
れ
こ
そ
が「
大

学
ら
し
い
大
学
」だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

体
感
し
て
理
解
し
て
ほ
し
い

「
進
一
層
」の
理
念

羽
貝 

学
長
は
常
々
、課
外
活
動
も
学

業
と
同
様
に
人
間
を
成
長
さ
せ
る
と

仰
っ
て
い
ま
す
が
、私
も
そ
の
通
り
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
も

楽
器
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
い
い
。

大
学
時
代
に
始
め
た
こ
と
や
さ
ま
ざ

ま
な
出
会
い
が
人
生
の
財
産
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
課

外
活
動
で
す
が
、体
育
会
も
文
化
会

も
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
負
い
ま
し
た
。
や
む
を
得
ず
廃

部
と
な
っ
た
団
体
も
あ
り
、全
体
的

に
部
員
数
も
激
減
し
た
の
で
す
。
現

在
は
2
0
1
9
年
度
に
近
い
部
員
数

ま
で
回
復
し
ま
し
た
が
、過
去
に
行

わ
れ
て
い
た
活
動
の
引
き
継
ぎ
な
ど
、

課
題
も
残
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、コ

ロ
ナ
前
の
状
況
に
戻
れ
ば
そ
れ
で
良

し
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
復
旧
で

は
な
く
復
興
。
も
っ
と
良
い
方
向
に

進
む
よ
う
、各
部
で
卒
業
生
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
て
も
ら
い
つ
つ
、大
学
と

し
て
も
学
生
の
主
体
的
取
り
組
み
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

近
藤 

コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
入
学
し
た
学

生
は
、先
輩
た
ち
が
活
動
す
る
姿
を
見

る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
、悩
む
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、一
度
リ

セ
ッ
ト
し
て
以
前
よ
り
も
良
い
部
活

動
に
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
来
た
と
、捉
え

る
べ
き
で
す
よ
ね
。

羽
貝 

学
生
が
自
主
的
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。
少
々
困
難

が
あ
っ
て
も
打
ち
込
め
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、将
来
の
生
き
る
力
に
な
り
ま
す

か
ら
。

岡
本 

そ
の
た
め
に
も
、学
生
一
人
ひ

と
り
と
丁
寧
に
向
き
合
う
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。「
こ
の
大
学
に
入
っ

て
良
か
っ
た
」「
4
年
間
で
友
人
や
先

輩
な
ど
、多
く
の
良
い
出
会
い
が
あ
っ

た
」と
、思
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

羽
貝 

そ
の
通
り
で
す
ね
。ま
た
、国
分

寺
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門
前
の
新
学
生
寮

に
お
い
て
も
年
度
内
の
着
工
を
目
指

し
て
計
画
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
女

子
寮
に
な
り
ま
す
が
、さ
ま
ざ
ま
な
学

生
同
士
が
共
同
生
活
を
送
る
中
で
、自

主
自
立
の
精
神
や
多
様
性
へ
の
理
解

を
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

課
外
活
動
も
寮
生
活
も
、新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
は
不
安
が
伴
う
と
思
い
ま

す
が
、「
進
一
層
」と
い
う
理
念
を
言

葉
で
は
な
く
体
感
し
て
理
解
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
そ
れ
が
成
長
に
つ
な

が
る
は
ず
で
す
。

今
、ど
う
取
り
組
む
か
が
大
切
。

そ
の
先
に
あ
る
未
来
の
た
め
に

岡
本 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
や
学
生
寮

の
新
設
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
進
行
し
て
い
ま
す
。私
が
大
切
に
し

て
い
る
の
は
過
去
で
は
な
く
、現
在
。

ま
さ
に
今
、推
進
し
て
い
る
こ
と
が
将

来
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。今
、

在
籍
し
て
い
る
学
生
を
ど
れ
だ
け
満

足
さ
せ
ら
れ
る
か
、も
っ
と
学
び
た
い

と
思
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。そ
し

て
、本
学
の
教
育
を
前
進
さ
せ
る
た
め

に
は
、ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。日
々
、

考
え
て
い
ま
す
。
先
程
申
し
上
げ
た
、

学
生
が
学
び
た
い
こ
と
を
選
択
で
き

る
制
度
づ
く
り
も
そ
の
一
つ
で
す
。制

度
改
革
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
は
承

知
し
て
い
ま
す
が
、例
え
ば
財
政
学
の

ゼ
ミ
を
履
修
し
て
い
る
学
生
が
、全
学

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
で
歴
史
の
ゼ
ミ

を
履
修
し
た
い
と
思
え
ば
、そ
の
学
生

の
学
び
た
い
気
持
ち
、や
る
気
を
尊
重

す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、

2
0
2
1
年
4
月
に
公
表
し
た「
東
京

経
済
大
学
S
D
G
s
宣
言
」の
理
念
に

通
ず
る
考
え
方
で
す
。改
革
は
ま
だ
道

半
ば
で
は
あ
り
ま
す
が
、今
や
る
べ
き

こ
と
に
真
摯
に
取
り
組
み
、「
進
一
層
」

の
気
概
と
高
い
倫
理
性
を
も
つ
有
為

の
人
材
を
輩
出
で
き
る
よ
う
、努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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岡本学長３期目を迎えて
～６年間の総括と課題・今後の展望～

就任以来、さまざまな改革に取り組んできた岡本英男学長が、
近藤浩之副学長、羽貝正美副学長と共に、大学の今、未来について語り合いました。

学長 岡本 英男
1980年、東北大学大学院経済学研究
科 博士後期課程単位取得満期退学。
2009年東京大学より博士（経済学）を
取得。2018年4月、東京経済大学学長
に就任。専攻は財政学。

副学長 羽貝 正美
東京都立大学社会科学研究科 政治学
専攻 博士課程単位取得満期退学。同
大学で修士（法学）の学位を取得。
2011年4月より東京経済大学現代法
学部教授。2022年4月副学長就任。

副学長 近藤 浩之
慶應義塾大学大学院商学研究科 博士
課程単位取得満期退学。同大学で経
済学士・商学士・商学修士の学位を取
得。2008年4月より東京経済大学経営
学部教授。2022年4月副学長就任。

「
ゼ
ミ
す
る
東
経
大
」は

本
学
に
息
づ
く
伝
統

羽
貝 

学
長
は
3
期
目
と
な
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
こ
の
6
年
間
を
振
り
返
っ
て

い
か
が
で
す
か
？

岡
本 

本
学
は
、1
9
0
0
年
創
立
の
大

倉
商
業
学
校
を
起
源
と
し
、1
9
4
9

年
に
大
学
昇
格
を
認
可
さ
れ
、
現
在

の
社
会
科
学
系
総
合
大
学
と
し
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
本
学

の
発
展
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る

た
め
に
2
0
2
0
年
に
策
定
し
た
の

が「
10
年
後
を
見
据
え
た
新
構
想
」で

す
。
教
学
改
革
に
お
い
て
は
、「
ゼ
ミ
・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
」「
英
語
と
多
文

化
共
生
力
の
強
化
」「
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
教
育
」「
大
学
院
に
お
け
る
教
学

改
革
」を
推
進
し
、取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
現
在

も
進
行
中
で
す
が
、軌
道
に
乗
り
つ

つ
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
が
掲
げ
る
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

「
考
え
抜
く
実
学
。」「
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム

に
裏
打
ち
さ
れ
た
実
学
教
育
」で
す
。

ゼ
ミ
に
関
し
て
は
よ
り
一
層
の
充
実

を
図
り
た
い
で
す
ね
。

近
藤 

「
10
年
後
を
見
据
え
た
新
構
想
」

を
検
討
す
る
上
で
真
っ
先
に
出
て
き

た
の
が
、ゼ
ミ
を
主
軸
と
し
た
少
人
数

教
育
の
強
化
で
し
た
。
2
0
2
5
年

度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
お
い
て

も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
に
関
し
て
は
、学
生
も
教
員
も

特
別
な
思
い
入
れ
を
持
っ
て
い
る
の

が
本
学
の
強
み
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
や
全
学
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
ゼ

ミ
の
研
究
報
告
会
は
大
学
側
が
提
案

し
た
も
の
で
は
な
く
、一
部
の
教
員
が

自
主
的
に
始
め
た
結
果
、全
学
に
広
が

り
ま
し
た
。
学
生
も
教
員
も
能
動
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
生
が
履

修
す
る
ゼ
ミ
の
傾
向
を
見
て
も
、主

体
的
・
対
話
的
な
学
び
を
望
ん
で
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
さ
に
、ス

ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る「
ゼ
ミ
す
る
東
経
大
」

が
本
学
に
息
づ
い
て
い
る
証
だ
と
思

い
ま
す
。

羽
貝 

教
員
と
学
生
の
距
離
の
近
さ
も

強
み
で
す
ね
。

近
藤 

仰
る
通
り
で
す
。
一
人
の
学
生

に
つ
い
て
教
員
同
士
で
話
し
合
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
し
、距
離
の
近
さ
は
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
ね
。ま

た
2
0
2
2
年
4
月
に
改
組
を
行
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
を
除
き
、

2
0
2
5
年
度
よ
り
新
た
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
導
入
し
ま
す
。2
0
2
2
年
度

よ
り
実
施
さ
れ
た
、高
校
の
新
学
習
指

導
要
領
で
学
ん
だ
学
生
に
対
応
す
る

も
の
で
す
が
、新
学
習
指
導
要
領
の
趣

旨
は「
主
体
的・
対
話
的
で
深
い
学
び

を
通
じ
て
探
求
を
深
め
る
力
の
育
成
」。

一
人
ひ
と
り
の
学
生
と
真
摯
に
向
き
合
い

主
体
性
を
尊
重
す
る
学
び
舎
へ

ま
さ
に
本
学
の
新
構
想
、特
に
ゼ
ミ
を

重
ん
じ
る
伝
統
と
合
致
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育・
多
文
化
共
生
も

強
化
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

学
生
が
や
り
た
い
こ
と
を
学
ぶ
。

そ
れ
こ
そ
が「
大
学
ら
し
い
大
学
」

岡
本 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
は
、

文
理
融
合
型
教
育
に
お
い
て
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
す

し
、多
文
化
共
生
に

お
い
て
は
、多
様
な

文
化
的
背
景
を
持

つ
学
生
と
学
ぶ
こ

と
で
、語
学
力
向
上

に
つ
な
が
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
に

関
し
て
は
、学
生
が

中
心
に
な
っ
て
問
題

提
起
す
る
な
ど
、常

に
対
話
に
な
り
ま
す

が
、私
が
大
切
に
し

て
い
る
の
は
、学
生

の
目
を
見
て
話
す
こ

と
。
目
を
見
て
話
す

こ
と
で
わ
か
り
あ

え
ま
す
し
、教
員
が

学
生
か
ら
学
ぶ
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
今

後
の
課
題
と
し
て

は
、学
生
が
学
び
た

い
こ
と
を
選
択
し
や

す
い
制
度
づ
く
り
に

取
り
組
み
た
い
で
す
ね
。
以
前
、経
済

学
部
の
私
の
ゼ
ミ
生
が
、故
・
徐
京
植

先
生
の
ゼ
ミ
も
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
は
徐
先
生
の
研

究
分
野
か
ら
選
択
し
ま
し
た
。
私
の

ゼ
ミ
に
も
一
生
懸
命
取
り
組
み
な
が

ら
、自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ

け
た
の
で
す
。
私
は
そ
れ
で
い
い
と

思
い
ま
し
た
し
、学
生
が
自
主
的
に
や

り
た
い
こ
と
を
学
ぶ
。そ
れ
こ
そ
が「
大

学
ら
し
い
大
学
」だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

体
感
し
て
理
解
し
て
ほ
し
い

「
進
一
層
」の
理
念

羽
貝 

学
長
は
常
々
、課
外
活
動
も
学

業
と
同
様
に
人
間
を
成
長
さ
せ
る
と

仰
っ
て
い
ま
す
が
、私
も
そ
の
通
り
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
も

楽
器
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
い
い
。

大
学
時
代
に
始
め
た
こ
と
や
さ
ま
ざ

ま
な
出
会
い
が
人
生
の
財
産
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
課

外
活
動
で
す
が
、体
育
会
も
文
化
会

も
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
負
い
ま
し
た
。
や
む
を
得
ず
廃

部
と
な
っ
た
団
体
も
あ
り
、全
体
的

に
部
員
数
も
激
減
し
た
の
で
す
。
現

在
は
2
0
1
9
年
度
に
近
い
部
員
数

ま
で
回
復
し
ま
し
た
が
、過
去
に
行

わ
れ
て
い
た
活
動
の
引
き
継
ぎ
な
ど
、

課
題
も
残
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、コ

ロ
ナ
前
の
状
況
に
戻
れ
ば
そ
れ
で
良

し
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
復
旧
で

は
な
く
復
興
。
も
っ
と
良
い
方
向
に

進
む
よ
う
、各
部
で
卒
業
生
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
て
も
ら
い
つ
つ
、大
学
と

し
て
も
学
生
の
主
体
的
取
り
組
み
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

近
藤 

コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
入
学
し
た
学

生
は
、先
輩
た
ち
が
活
動
す
る
姿
を
見

る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
、悩
む
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、一
度
リ

セ
ッ
ト
し
て
以
前
よ
り
も
良
い
部
活

動
に
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
来
た
と
、捉
え

る
べ
き
で
す
よ
ね
。

羽
貝 

学
生
が
自
主
的
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。
少
々
困
難

が
あ
っ
て
も
打
ち
込
め
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、将
来
の
生
き
る
力
に
な
り
ま
す

か
ら
。

岡
本 

そ
の
た
め
に
も
、学
生
一
人
ひ

と
り
と
丁
寧
に
向
き
合
う
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。「
こ
の
大
学
に
入
っ

て
良
か
っ
た
」「
4
年
間
で
友
人
や
先

輩
な
ど
、多
く
の
良
い
出
会
い
が
あ
っ

た
」と
、思
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

羽
貝 

そ
の
通
り
で
す
ね
。ま
た
、国
分

寺
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門
前
の
新
学
生
寮

に
お
い
て
も
年
度
内
の
着
工
を
目
指

し
て
計
画
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
女

子
寮
に
な
り
ま
す
が
、さ
ま
ざ
ま
な
学

生
同
士
が
共
同
生
活
を
送
る
中
で
、自

主
自
立
の
精
神
や
多
様
性
へ
の
理
解

を
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

課
外
活
動
も
寮
生
活
も
、新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
は
不
安
が
伴
う
と
思
い
ま

す
が
、「
進
一
層
」と
い
う
理
念
を
言

葉
で
は
な
く
体
感
し
て
理
解
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
そ
れ
が
成
長
に
つ
な

が
る
は
ず
で
す
。

今
、ど
う
取
り
組
む
か
が
大
切
。

そ
の
先
に
あ
る
未
来
の
た
め
に

岡
本 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
や
学
生
寮

の
新
設
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
進
行
し
て
い
ま
す
。私
が
大
切
に
し

て
い
る
の
は
過
去
で
は
な
く
、現
在
。

ま
さ
に
今
、推
進
し
て
い
る
こ
と
が
将

来
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。今
、

在
籍
し
て
い
る
学
生
を
ど
れ
だ
け
満

足
さ
せ
ら
れ
る
か
、も
っ
と
学
び
た
い

と
思
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。そ
し

て
、本
学
の
教
育
を
前
進
さ
せ
る
た
め

に
は
、ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。日
々
、

考
え
て
い
ま
す
。
先
程
申
し
上
げ
た
、

学
生
が
学
び
た
い
こ
と
を
選
択
で
き

る
制
度
づ
く
り
も
そ
の
一
つ
で
す
。制

度
改
革
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
は
承

知
し
て
い
ま
す
が
、例
え
ば
財
政
学
の

ゼ
ミ
を
履
修
し
て
い
る
学
生
が
、全
学

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
で
歴
史
の
ゼ
ミ

を
履
修
し
た
い
と
思
え
ば
、そ
の
学
生

の
学
び
た
い
気
持
ち
、や
る
気
を
尊
重

す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、

2
0
2
1
年
4
月
に
公
表
し
た「
東
京

経
済
大
学
S
D
G
s
宣
言
」の
理
念
に

通
ず
る
考
え
方
で
す
。改
革
は
ま
だ
道

半
ば
で
は
あ
り
ま
す
が
、今
や
る
べ
き

こ
と
に
真
摯
に
取
り
組
み
、「
進
一
層
」

の
気
概
と
高
い
倫
理
性
を
も
つ
有
為

の
人
材
を
輩
出
で
き
る
よ
う
、努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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躍
動
す
る
Ｔ
Ｋ
Ｕ
卒
業
生

TKU Alum
ni

多
様
な
業
界
で
活
躍
す
る
東
京
経
済
大
学
の
卒
業
生
を
訪
ね
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画
。

今
号
は
、一
般
社
団
法
人
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
協
会
の
代
表
理
事
、藤
本
あ
ゆ
み
さ
ん
が
登
場
。

タ
フ
に
、そ
し
て
し
な
や
か
に
切
り
開
い
て
き
た
キ
ャ
リ
ア
の
変
遷
に
つ
い
て
も
聞
き
ま
し
た
。

藤
本 

あ
ゆ
み
さ
ん

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
協
会

東
京
経
済
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
卒
業

将
来〝
答
え
合
わ
せ
〞を
し
た
時
に

今
よ
り
い
い
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い

躍動する
ＴＫＵ
卒業生

FUJIMOTO AYUMI
1979年生まれ。2002年、（株）キャリアデザインセ
ンター入社。その後、Google、（株）お金のデザイ
ン、Plug and Play Japan（株）で活躍。現在は、ス
タートアップエコシステム協会代表理事、文部科学
省起業家教育推進大使、内閣府規制改革推進会
議専門委員などを務める。

メ
デ
ィ
ア
工
房
に
通
い
詰
め

学
生
記
者
と
し
て
も
奮
闘

―
― 

東
経
大
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
に
進
学
し
た
理
由
は
。

中
学
・
高
校
の
６
年
間
、放
送
部
で

活
動
し
て
お
り
、将
来
は
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
制
作
の
仕
事
を
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は「
技

術
の
習
得
」が
最
も
近
道
だ
ろ
う
と
、

専
門
学
校
へ
の
進
学
を
検
討
し
て
い

た
ん
で
す
。
そ
ん
な
私
に
高
校
の
先

生
が
薦
め
て
く
れ
た
の
が
、新
設
さ
れ

た
ば
か
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
部
で
し
た
。

こ
の
選
択
が
間
違
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
は
、入
学
後
す
ぐ
に
実
感
し
ま

し
た
。
６
号
館
地
下
の
メ
デ
ィ
ア
工

房
に
は
、
当
時
の
最
先
端
の
機
材
が

揃
っ
て
い
て
、私
は
ほ
ぼ
毎
日
入
り
浸

る
よ
う
に（
笑
）。
本
格
的
な
映
像
を

制
作
す
る
面
白
さ
も
難
し
さ
も
、た
っ

ぷ
り
味
わ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
映
像
制
作
技
術
の
習
得

以
上
に
、様
々
な
社
会
課
題
や
幅
広

い
教
養
に
触
れ
た
り
、「
メ
デ
ィ
ア
と

は
」「
伝
え
る
と
は
」と
い
っ
た
専
門

的
な
学
び
を
深
め
た
り
す
る
時
間
を

持
て
た
こ
と
は
、非
常
に
大
き
な
財

産
と
な
り
ま
し
た
。

学
業
だ
け
で
な
く
、テ
ニ
ス
サ
ー
ク

ル
や
葵
祭
実
行
委
員
会
の
活
動
、さ
ら

に
、大
学
の
広
報
課
で
学
生
記
者
と
し

て
働
い
た
の
も
面
白
い
経
験
で
し
た
。

学
外
で
は
、毎
日
新
聞
の
学
生
記
者
や

テ
レ
ビ
局
の
Ａ
Ｄ
の
ア
ル
バ
イ
ト
も

し
て
お
り
、毎
日
バ
タ
バ
タ
と
飛
び

回
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

―
― 

集
大
成
の
卒
業
制
作
に
は
、
か

な
り
力
を
入
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

私
は
、元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

相
川
浩
先
生
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い

ま
し
た
。
当
時
、立
川
在
住
の
豆
腐
屋

の
お
じ
さ
ん
が
砂
川
闘
争
に
関
す
る

記
録
映
像
を
撮
っ
て
お
り
、そ
の
編

集・
制
作
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。
私

は
、地
元
の
大
切
な
記
憶
を
残
そ
う
と

奔
走
す
る
彼
の
姿
も
一
つ
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
に
な
る
と
思
い
、「
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
の
作
り
手
」に
フ
ォ
ー
カ

ス
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
し
、卒
業
制
作
と
し
ま
し
た
。
今

と
違
っ
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
簡
単
に

作
れ
る
ツ
ー
ル
も
な
か
っ
た
の
で
、Ｈ

Ｔ
Ｍ
Ｌ
も
ゼ
ロ
か
ら
勉
強
し
ま
し
た
。

コ
ミ
部
は
当
時
か
ら
、先
生
も
学
生

も
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら
何
に
で
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
変
わ
っ
た
学
部
で

し
た（
笑
）。「
面
白
そ
う
、や
っ
て
み

た
ら
！
」と
背
中
を
押
し
て
も
ら
え
る

雰
囲
気
も
ま
た
、自
分
を
成
長
さ
せ
て

く
れ
た
気
が
し
ま
す
。

誰
も
が
働
き
や
す
い
環
境
を

G
oogle

で
出
会
っ
た
課
題

―
― 

大
学
卒
業
後
は
、
人
材
サ
ー
ビ

ス
の
会
社
に
進
ま
れ
た
ん
で
す
ね
。

あ
る
日
、父
と
将
来
の
話
を
し
て
い

て
、私
が
や
り
た
い
こ
と
の
本
質
は「
誰

か
の
人
生
の
転
機
に
立
ち
会
う
こ
と
」

か
も
し
れ
な
い
と
思
う
よ
う
に
。
そ

れ
は
映
像
制
作
の
仕
事
に
限
ら
な
い

と
思
い
、幅
広
く
就
職
活
動
を
し
た
結

果
、し
っ
く
り
き
た
の
が
人
材
サ
ー
ビ

ス
業
で
し
た
。

当
初
は
、希
望
し
て
い
な
か
っ
た
広

告
営
業
の
仕
事
に
戸
惑
い
ま
し
た
が
、

転
職
者
の
方
々
の
イ
キ
イ
キ
し
た
話

を
聞
け
る
こ
と
が
楽
し
み
で
、ど
ん
ど

ん
営
業
成
績
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

―
― 

27
歳
か
ら
の
9
年
間
は
、Google

で
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
ま
し
た
。

全
く
違
う
広
告
営
業
を
経
験
し
て

み
た
い
と
飛
び
込
ん
だ
の
が
、ま
だ
知

名
度
の
低
か
っ
たG

oogle

で
し
た
。

G
oogle

マ
ッ
プ
も
な
い
、YouTube

も
発
展
途
上
と
い
う
時
代
か
ら
、す
ご

い
勢
い
で
事
業
が
拡
大
し
て
い
っ
た
、

濃
密
な
９
年
間
で
し
た
。

こ
の
時
に
参
画
し
た
の
が
、Google

が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
柔
軟
な

働
き
方
で
女
性
の
社
会
進
出
を
支
援

す
る「W

om
en W

ill

」プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ

る
一
方
、次
第
に
会
社
の
枠
を
超
え
て

活
動
し
て
み
た
く
な
り
、退
社
を
決
意
。

一
般
社
団
法
人at W

ill W
ork

を

仲
間
と
立
ち
上
げ
、官
民
一
体
で
日
本

の
働
き
方
を
考
え
る
べ
く
、カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
や
ア
ワ
ー
ド
を
開
催
し
ま
し
た
。

５
年
間
限
定
の
活
動
な
が
ら
、働
き
方

の
多
様
化・
自
由
化
に
一
定
の
貢
献
が

で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
― 

今
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
に

携
わ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

約
６
年
間
、シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
発
祥

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
、Plug and Play

の
日
本
支
社

で
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
を
統
括
し

て
い
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
に
は
、日

本
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
創
出・
成
長

の
環
境
を
整
え
る
べ
く
、ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
協
会
を
設
立
。

2
0
2
3
年
か
ら
は
、内
閣
府
の
規
制

改
革
推
進
会
議
の
専
門
委
員
に
も
就

任
し
、活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
振
り
返

る
と
、計
画
的
に
歩
ん
で
き
た
と
い
う

よ
り
は
、目
の
前
に
次
々
現
れ
る
課
題

に
夢
中
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た

ら
、い
つ
し
か
自
分
で
は
思
っ
て
も
み

な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
来
て
い
た
、と
い

う
感
じ
な
ん
で
す
。

と
は
い
え
、働
き
方
改
革
や
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
支
援
、規
制
改
革
な
ど
の
取

り
組
み
に
通
底
す
る「
色
々
な
人
の
環

境・
状
況
を
よ
り
良
く
変
え
た
い
」と

い
う
思
い
は
、ず
っ
と
変
わ
っ
て
い
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
将
来
、お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て〝
答
え
合
わ
せ
〟

を
し
た
時
に
、自
分
の
仕
事
や
活
動
に

よ
っ
て
今
よ
り
い
い
社
会
に
な
っ
て

い
た
ら
い
い
な
、と
い
つ
も
思
っ
て
い

ま
す
。

「
も
う
管
理
職
は
や
ら
な
い
」

そ
ん
な
私
を
変
え
た
も
の

―
― 

組
織
を
率
い
る
立
場
と
し
て
、

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
。

１
社
目
で
若
く
し
て
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
抜
擢
さ
れ
た
時
、私
の
仕
事
は「
自

分
と
同
じ
人
」を
育
て
る
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
全
く
う

ま
く
い
か
ず
、「
あ
な
た
の
よ
う
に
は

で
き
な
い
」と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
も
。
も
う
二
度
と
管
理
職
は
や
る

ま
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
が
変
わ
れ
た
き
っ
か
け

の
一
つ
が
、Google

で
受
け
た
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
修
で
し
た
。
曰
く
、「
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
事
は『
よ
り
よ
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
出
せ
る
組
織
を
作

る
こ
と
』で
あ
っ
て
、『
人
を
育
て
る

こ
と
』で
は
な
い
」と
。
そ
の
考
え
方

が
私
に
は
す
ご
く
腹
落
ち
し
て
、部
下

と
の
向
き
合
い
方
は
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。

よ
り
よ
い
成
果
を
継
続
的
に
出
す

た
め
の
方
法
は
、一
人
ひ
と
り
に
合
う

や
り
方
を
一
緒
に
模
索
す
る
よ
う
に
。

ま
た
、今
自
分
が
関
わ
っ
て
い
る
の
は

彼
ら
の
人
生
の〝
ほ
ん
の
一
部
分
〟で

あ
る
と
い
う
意
識
も
持
つ
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

小
さ
な
こ
と
か
ら
で
い
い

〝
枠
〟の
外
に
出
て
み
よ
う

―
― 

学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

流
暢
で
な
く
て
も
い
い
の
で
、〝
英

語
ア
レ
ル
ギ
ー
〟は
無
く
し
て
お
く
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
一
定
の
英
語

力
が
あ
る
か
否
か
で
、仕
事
の
選
択

肢
や
得
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
は
時
に
大

き
く
変
わ
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
何

よ
り
、英
語
が
で
き
る
と
、出
会
え
る

人・
世
界
が
大
き
く
広
が
り
ま
す
。
そ

れ
は
純
粋
に
人
生
を
楽
し
い
も
の
に

し
て
く
れ
る
は
ず
。
ち
な
み
に
私
は
、

G
oogle

入
社
時
に
英
語
が
全
然
で
き

ず
、す
ご
く
苦
労
し
ま
し
た
。
い
ま
学

生
時
代
に
戻
れ
る
な
ら
、絶
対
に
海
外

留
学
し
ま
す
ね
、絶
対
に（
笑
）！

や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
な
い

と
い
う
人
は
、好
き
嫌
い
せ
ず
に
ま
ず

は
色
々
と
試
し
て
み
て
は
。
例
え
ば
、

イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員
に
な
る
、サ
ー

ク
ル
に
入
る
、ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

に
参
加
す
る
等
々
。
い
つ
も
の
自
分

の〝
枠
〟か
ら
出
て
行
動
を
起
こ
し
て

み
る
こ
と
。
そ
れ
が
、人
生
の「
次
の

一
歩
」に
き
っ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。
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躍
動
す
る
Ｔ
Ｋ
Ｕ
卒
業
生

TKU Alum
ni

多
様
な
業
界
で
活
躍
す
る
東
京
経
済
大
学
の
卒
業
生
を
訪
ね
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画
。

今
号
は
、一
般
社
団
法
人
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
協
会
の
代
表
理
事
、藤
本
あ
ゆ
み
さ
ん
が
登
場
。

タ
フ
に
、そ
し
て
し
な
や
か
に
切
り
開
い
て
き
た
キ
ャ
リ
ア
の
変
遷
に
つ
い
て
も
聞
き
ま
し
た
。

藤
本 

あ
ゆ
み
さ
ん

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
協
会

東
京
経
済
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
卒
業

将
来〝
答
え
合
わ
せ
〞を
し
た
時
に

今
よ
り
い
い
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い

躍動する
ＴＫＵ
卒業生

FUJIMOTO AYUMI
1979年生まれ。2002年、（株）キャリアデザインセ
ンター入社。その後、Google、（株）お金のデザイ
ン、Plug and Play Japan（株）で活躍。現在は、ス
タートアップエコシステム協会代表理事、文部科学
省起業家教育推進大使、内閣府規制改革推進会
議専門委員などを務める。

メ
デ
ィ
ア
工
房
に
通
い
詰
め

学
生
記
者
と
し
て
も
奮
闘

―
― 

東
経
大
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
に
進
学
し
た
理
由
は
。

中
学
・
高
校
の
６
年
間
、放
送
部
で

活
動
し
て
お
り
、将
来
は
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
制
作
の
仕
事
を
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は「
技

術
の
習
得
」が
最
も
近
道
だ
ろ
う
と
、

専
門
学
校
へ
の
進
学
を
検
討
し
て
い

た
ん
で
す
。
そ
ん
な
私
に
高
校
の
先

生
が
薦
め
て
く
れ
た
の
が
、新
設
さ
れ

た
ば
か
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
部
で
し
た
。

こ
の
選
択
が
間
違
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
は
、入
学
後
す
ぐ
に
実
感
し
ま

し
た
。
６
号
館
地
下
の
メ
デ
ィ
ア
工

房
に
は
、
当
時
の
最
先
端
の
機
材
が

揃
っ
て
い
て
、私
は
ほ
ぼ
毎
日
入
り
浸

る
よ
う
に（
笑
）。
本
格
的
な
映
像
を

制
作
す
る
面
白
さ
も
難
し
さ
も
、た
っ

ぷ
り
味
わ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
映
像
制
作
技
術
の
習
得

以
上
に
、様
々
な
社
会
課
題
や
幅
広

い
教
養
に
触
れ
た
り
、「
メ
デ
ィ
ア
と

は
」「
伝
え
る
と
は
」と
い
っ
た
専
門

的
な
学
び
を
深
め
た
り
す
る
時
間
を

持
て
た
こ
と
は
、非
常
に
大
き
な
財

産
と
な
り
ま
し
た
。

学
業
だ
け
で
な
く
、テ
ニ
ス
サ
ー
ク

ル
や
葵
祭
実
行
委
員
会
の
活
動
、さ
ら

に
、大
学
の
広
報
課
で
学
生
記
者
と
し

て
働
い
た
の
も
面
白
い
経
験
で
し
た
。

学
外
で
は
、毎
日
新
聞
の
学
生
記
者
や

テ
レ
ビ
局
の
Ａ
Ｄ
の
ア
ル
バ
イ
ト
も

し
て
お
り
、毎
日
バ
タ
バ
タ
と
飛
び

回
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

―
― 

集
大
成
の
卒
業
制
作
に
は
、
か

な
り
力
を
入
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

私
は
、元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

相
川
浩
先
生
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い

ま
し
た
。
当
時
、立
川
在
住
の
豆
腐
屋

の
お
じ
さ
ん
が
砂
川
闘
争
に
関
す
る

記
録
映
像
を
撮
っ
て
お
り
、そ
の
編

集・
制
作
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。
私

は
、地
元
の
大
切
な
記
憶
を
残
そ
う
と

奔
走
す
る
彼
の
姿
も
一
つ
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
に
な
る
と
思
い
、「
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
の
作
り
手
」に
フ
ォ
ー
カ

ス
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
し
、卒
業
制
作
と
し
ま
し
た
。
今

と
違
っ
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
簡
単
に

作
れ
る
ツ
ー
ル
も
な
か
っ
た
の
で
、Ｈ

Ｔ
Ｍ
Ｌ
も
ゼ
ロ
か
ら
勉
強
し
ま
し
た
。

コ
ミ
部
は
当
時
か
ら
、先
生
も
学
生

も
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら
何
に
で
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
変
わ
っ
た
学
部
で

し
た（
笑
）。「
面
白
そ
う
、や
っ
て
み

た
ら
！
」と
背
中
を
押
し
て
も
ら
え
る

雰
囲
気
も
ま
た
、自
分
を
成
長
さ
せ
て

く
れ
た
気
が
し
ま
す
。

誰
も
が
働
き
や
す
い
環
境
を

G
oogle

で
出
会
っ
た
課
題

―
― 

大
学
卒
業
後
は
、
人
材
サ
ー
ビ

ス
の
会
社
に
進
ま
れ
た
ん
で
す
ね
。

あ
る
日
、父
と
将
来
の
話
を
し
て
い

て
、私
が
や
り
た
い
こ
と
の
本
質
は「
誰

か
の
人
生
の
転
機
に
立
ち
会
う
こ
と
」

か
も
し
れ
な
い
と
思
う
よ
う
に
。
そ

れ
は
映
像
制
作
の
仕
事
に
限
ら
な
い

と
思
い
、幅
広
く
就
職
活
動
を
し
た
結

果
、し
っ
く
り
き
た
の
が
人
材
サ
ー
ビ

ス
業
で
し
た
。

当
初
は
、希
望
し
て
い
な
か
っ
た
広

告
営
業
の
仕
事
に
戸
惑
い
ま
し
た
が
、

転
職
者
の
方
々
の
イ
キ
イ
キ
し
た
話

を
聞
け
る
こ
と
が
楽
し
み
で
、ど
ん
ど

ん
営
業
成
績
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

―
― 

27
歳
か
ら
の
9
年
間
は
、Google

で
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
ま
し
た
。

全
く
違
う
広
告
営
業
を
経
験
し
て

み
た
い
と
飛
び
込
ん
だ
の
が
、ま
だ
知

名
度
の
低
か
っ
たG

oogle

で
し
た
。

G
oogle

マ
ッ
プ
も
な
い
、YouTube

も
発
展
途
上
と
い
う
時
代
か
ら
、す
ご

い
勢
い
で
事
業
が
拡
大
し
て
い
っ
た
、

濃
密
な
９
年
間
で
し
た
。

こ
の
時
に
参
画
し
た
の
が
、Google

が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
柔
軟
な

働
き
方
で
女
性
の
社
会
進
出
を
支
援

す
る「W

om
en W

ill

」プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ

る
一
方
、次
第
に
会
社
の
枠
を
超
え
て

活
動
し
て
み
た
く
な
り
、退
社
を
決
意
。

一
般
社
団
法
人at W
ill W

ork

を

仲
間
と
立
ち
上
げ
、官
民
一
体
で
日
本

の
働
き
方
を
考
え
る
べ
く
、カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
や
ア
ワ
ー
ド
を
開
催
し
ま
し
た
。

５
年
間
限
定
の
活
動
な
が
ら
、働
き
方

の
多
様
化・
自
由
化
に
一
定
の
貢
献
が

で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
― 

今
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
に

携
わ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

約
６
年
間
、シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
発
祥

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
、Plug and Play

の
日
本
支
社

で
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
を
統
括
し

て
い
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
に
は
、日

本
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
創
出・
成
長

の
環
境
を
整
え
る
べ
く
、ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
協
会
を
設
立
。

2
0
2
3
年
か
ら
は
、内
閣
府
の
規
制

改
革
推
進
会
議
の
専
門
委
員
に
も
就

任
し
、活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
振
り
返

る
と
、計
画
的
に
歩
ん
で
き
た
と
い
う

よ
り
は
、目
の
前
に
次
々
現
れ
る
課
題

に
夢
中
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た

ら
、い
つ
し
か
自
分
で
は
思
っ
て
も
み

な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
来
て
い
た
、と
い

う
感
じ
な
ん
で
す
。

と
は
い
え
、働
き
方
改
革
や
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
支
援
、規
制
改
革
な
ど
の
取

り
組
み
に
通
底
す
る「
色
々
な
人
の
環

境・
状
況
を
よ
り
良
く
変
え
た
い
」と

い
う
思
い
は
、ず
っ
と
変
わ
っ
て
い
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
将
来
、お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て〝
答
え
合
わ
せ
〟

を
し
た
時
に
、自
分
の
仕
事
や
活
動
に

よ
っ
て
今
よ
り
い
い
社
会
に
な
っ
て

い
た
ら
い
い
な
、と
い
つ
も
思
っ
て
い

ま
す
。

「
も
う
管
理
職
は
や
ら
な
い
」

そ
ん
な
私
を
変
え
た
も
の

―
― 

組
織
を
率
い
る
立
場
と
し
て
、

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
。

１
社
目
で
若
く
し
て
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
抜
擢
さ
れ
た
時
、私
の
仕
事
は「
自

分
と
同
じ
人
」を
育
て
る
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
全
く
う

ま
く
い
か
ず
、「
あ
な
た
の
よ
う
に
は

で
き
な
い
」と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
も
。
も
う
二
度
と
管
理
職
は
や
る

ま
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
が
変
わ
れ
た
き
っ
か
け

の
一
つ
が
、Google

で
受
け
た
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
修
で
し
た
。
曰
く
、「
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
事
は『
よ
り
よ
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
出
せ
る
組
織
を
作

る
こ
と
』で
あ
っ
て
、『
人
を
育
て
る

こ
と
』で
は
な
い
」と
。
そ
の
考
え
方

が
私
に
は
す
ご
く
腹
落
ち
し
て
、部
下

と
の
向
き
合
い
方
は
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。

よ
り
よ
い
成
果
を
継
続
的
に
出
す

た
め
の
方
法
は
、一
人
ひ
と
り
に
合
う

や
り
方
を
一
緒
に
模
索
す
る
よ
う
に
。

ま
た
、今
自
分
が
関
わ
っ
て
い
る
の
は

彼
ら
の
人
生
の〝
ほ
ん
の
一
部
分
〟で

あ
る
と
い
う
意
識
も
持
つ
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

小
さ
な
こ
と
か
ら
で
い
い

〝
枠
〟の
外
に
出
て
み
よ
う

―
― 

学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

流
暢
で
な
く
て
も
い
い
の
で
、〝
英

語
ア
レ
ル
ギ
ー
〟は
無
く
し
て
お
く
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
一
定
の
英
語

力
が
あ
る
か
否
か
で
、仕
事
の
選
択

肢
や
得
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
は
時
に
大

き
く
変
わ
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
何

よ
り
、英
語
が
で
き
る
と
、出
会
え
る

人・
世
界
が
大
き
く
広
が
り
ま
す
。
そ

れ
は
純
粋
に
人
生
を
楽
し
い
も
の
に

し
て
く
れ
る
は
ず
。
ち
な
み
に
私
は
、

G
oogle

入
社
時
に
英
語
が
全
然
で
き

ず
、す
ご
く
苦
労
し
ま
し
た
。
い
ま
学

生
時
代
に
戻
れ
る
な
ら
、絶
対
に
海
外

留
学
し
ま
す
ね
、絶
対
に（
笑
）！

や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
な
い

と
い
う
人
は
、好
き
嫌
い
せ
ず
に
ま
ず

は
色
々
と
試
し
て
み
て
は
。
例
え
ば
、

イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員
に
な
る
、サ
ー

ク
ル
に
入
る
、ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

に
参
加
す
る
等
々
。
い
つ
も
の
自
分

の〝
枠
〟か
ら
出
て
行
動
を
起
こ
し
て

み
る
こ
と
。
そ
れ
が
、人
生
の「
次
の

一
歩
」に
き
っ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。
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第3回テーマ

異文化マネジメント
本学の教員が自身の研究や話題のニュースについて解説します。
今回はコミュニケーション学部の小山健太准教授
（研究分野：組織心理学、キャリア心理学、異文化マネジメント論）の講義です。

誌面講義

「
異
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」を

考
え
抜
く

今
後
、日
本
の
労
働
人
口
は
大
幅

に
減
少
す
る
。現
在
の
日
本
の
人
口

は
約
1
億
2
0
0
0
万
人
で
あ
る

が
、国
の
推
計
で
は
2
0
7
0
年

に
は
8
7
0
0
万
人
に
ま
で
減
少

す
る
と
さ
れ
て
い
る
。実
は
、こ
の

2
0
7
0
年
の
政
府
の
人
口
統
計

に
は
日
本
で
生
活
す
る
外
国
人
が
含

ま
れ
て
い
る
。人
口
に
占
め
る
外
国

人
の
割
合
は
、2
0
2
0
年
時
点
で

2

・2
％（
約
2
8
0
万
人
）で
あ
る

が
、2
0
7
0
年
に
は
10
・
8
％（
約

9
4
0
万
人
）に
な
る
。つ
ま
り
、現

在
よ
り
も
大
幅
に
日
本
で
生
活
す

る
外
国
人
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ

て
い
る
。

「
2
0
7
0
年
」は
遠
い
未
来
で

は
な
い
。現
役
の
大
学
生
の
多
く

が
60
代
後
半
に
な
る
頃
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
を
ど
の
よ
う
な

社
会
に
す
る
か
は
、ま
さ
に
現
役

の
大
学
生
の
手
に
か
か
っ
て
い
る

の
で
あ
り
、「
考
え
抜
く
実
学
。」と

い
う
視
点
が
重
要
に
な
る
。私
の

専
門
は「
異
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

論
」で
あ
る
が
、学
生
が
卒
業
後

に
実
践
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で

考
え
抜
い
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

で
、授
業
や
ゼ
ミ
に
取
り
組
ん
で

い
る
。そ
こ
で
、本
稿
で
は「
考
え

抜
く
実
学
。」と
い
う
視
点
か
ら

「
異
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
」の
一

端
を
解
説
す
る
。

日
本
企
業
に
お
け
る

異
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
課
題

日
本
で
外
国
人
労
働
者
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、2
0
2
3
年
に
初

め
て
2
0
0
万
人
を
超
え
た
。外
国

人
労
働
者
の
な
か
に
も
様
々
な
雇

用
形
態
で
働
い
て
い
る
人
が
い
る

が
、本
稿
で
は
こ
れ
以
後
、日
本
人

正
社
員
と
同
等
の
雇
用
形
態
で
働

く
外
国
人
に
焦
点
を
あ
て
る
。そ
う

し
た
外
国
人
労
働
者
の
こ
と
を
、政

府
は「
高
度
外
国
人
材
」と
呼
ぶ
。

現
状
、日
本
企
業
の
異
文
化
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
未
成
熟
で
あ
り
、

高
度
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
態
勢

が
未
整
備
で
あ
っ
た
り
、高
度
外
国

人
材
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
不
足
し
て
い
る
と
い

う
課
題
が
あ
る
。そ
の
た
め
、多
く

の
高
度
外
国
人
材
が
強
い
孤
独
感

を
抱
い
て
い
る
。こ
う
し
た
状
況
か

ら
、O
E
C
D
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

世
界
の
高
度
外
国
人
材
に
と
っ
て

日
本
で
働
く
こ
と
の
魅
力
は
低
い
。

冒
頭
で
説
明
し
た
通
り
、今
後
の
日

本
社
会
は
多
く
の
外
国
人
を
迎
え

入
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

か
ら
、日
本
企
業
の
異
文
化
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ

と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

異
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
に
お

け
る「
文
化
」の
捉
え
方

「
文
化
」の
定
義
は
研
究
者
に

よ
っ
て
様
々
で
あ
る
が
、共
通
す

る
3
点
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

第
一
は
、「
文
化
は
、あ
る
社
会
や

集
団
の
多
数
の
成
員
が
共
有
し
て

い
る
も
の
」と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
は
、「
文
化
は
、生
後
に
学
習

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、世
代
を
超

え
て
伝
達
さ
れ
る
も
の
」と
い
う

点
で
あ
る
。文
化
は
遺
伝
情
報
に

は
含
ま
れ
て
は
い
な
く
て
、必
ず

後
天
的
に
学
習
し
て
習
得
す
る
も

の
と
さ
れ
る
。た
だ
し
、そ
の
学

習
は
、親
か
ら
子
供
へ
、先
輩
か

ら
後
輩
へ
、世
代
を
超
え
て
行
わ

れ
る
。第
三
は
、「
文
化
は
、相
互
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に
関
連
し
て
い
る
要
素
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
も
の
」と
い
う
こ
と

で
あ
る
。た
と
え
ば
、日
本
の
商

習
慣
で
は
、初
対
面
の
相
手
と
会

う
と
最
初
に
名
刺
交
換
と
い
う
行

動
を
す
る
が
、そ
れ
は
日
本
語
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
相

手
の
役
職
に
応
じ
て
敬
語
や
謙
譲

語
の
使
い
方
を
調
整
す
る
必
要
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。こ
の
よ
う
に
、

文
化
の
構
成
要
素
は
相
互
に
関
連

し
て
い
る
の
で
あ
り
、そ
の
意
味

で
文
化
は
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な

も
の
で
あ
る
。

ホ
フ
ス
テ
ー
ド
と
い
う
研
究
者

は
、人
間
の
メ
ン
タ
ル
・
プ
ロ
グ

ラ
ム（
心
の
構
造
）を
3
つ
の
層

で
説
明
し
た（
図
1
）。一
番
下
の

層
は「
人
間
性
」で
あ
る
。こ
れ
は
、

人
間（
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
）の
遺

伝
子
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、人
間

で
あ
れ
ば
誰
し
も
が
普
遍
的
に

持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。中
間

の
層
が「
文
化
」で
あ
る
。前
述
の

と
お
り
、文
化
は
遺
伝
子
に
刻
ま

れ
て
い
な
く
て
、後
天
的
に
学
習

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。あ
る
社
会

や
集
団
に
お
い
て
世
代
を
超
え
て

共
有
さ
れ
て
い
る
特
有
の
も
の
で

あ
る
。そ
し
て
、一
番
上
の
層
が

「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」、つ
ま
り「
個

性
」で
あ
る
。こ
れ
は
、遺
伝
子
に

よ
る
先
天
的
な
も
の
と
、生
ま
れ

た
あ
と
に
学
習
す
る
後
天
的
な
も

の
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。そ
し

て
、パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
は
同
じ
文

化
の
な
か
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に

特
有
な
も
の
で
あ
る
。

異
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
の

変
遷従

来
の
異
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
究
で
は
、ホ
フ
ス
テ
ー
ド
の
提

唱
し
た
メ
ン
タ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
中
間
の
層
の
み
に
着
目
す
る
ア

プ
ロ
ー
チ
が
と
ら
れ
た
。つ
ま
り
、

「
日
本
の
労
働
文
化
」な
ど
の
よ
う

に
、国
家
単
位
で
文
化
の
差
異
を

比
較
す
る
こ
と
が
主
流
で
あ
っ

た
。「
国
民
文
化
研
究
」と
呼
ば
れ

る
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
が
様
々
な
国
に
進

出
す
る
際
に
、各
国
で
現
地
の
人

た
ち
を
雇
用
管
理
す
る
う
え
で
大

い
に
役
立
っ
た
。

し
か
し
、2
0
0
0
年
頃
か
ら

国
民
文
化
研
究
の
限
界
が
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
れ
は
、労

働
者
の
ほ
う
が
国
を
超
え
て
移
動

す
る
よ
う
に
な
り
、様
々
な
国
の
出

身
者
が
同
じ
職
場
で
働
く
と
い
う

状
況
が
一
般
に
な
っ
た
た
め
で
あ

る
。実
は
、国
民
文
化
研
究
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
平
均
的
な
特
徴
を
分

析
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。た
と
え

ば
、日
本
は
不
確
実
性
回
避
が
強
い

文
化
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、当
然
な

が
ら
日
本
人
の
中
に
も
不
確
実
性

を
受
け
入
れ
て
挑
戦
意
欲
が
旺
盛

な
人
は
い
る
。し
か
も
、母
国
を
離

れ
て
働
く
人
の
場
合
、母
国
の
平
均

的
な
文
化
的
価
値
を
強
く
持
っ
て

い
る
可
能
性
は
低
い
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、近
年
の
異

文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
で
は
、ホ

フ
ス
テ
ー
ド
が
提
唱
し
た
3
つ
の

層
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
捉
え
る
ア
プ

ロ
ー
チ
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。つ

ま
り
、中
間
の
層
の「
文
化
」だ
け
で

は
な
く
、一
番
下
の
層
の「
国
民
文

化
を
超
え
て
、普
遍
的
に
共
通
す
る

要
素
」や
、一
番
上
の
層
の「
一
人
ひ

と
り
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ（
個
性
）」

も
考
慮
し
て
、異
な
る
文
化
の
人
た

ち
で
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
手
法
を
見
出
そ
う
と
す

る
研
究
が
近
年
増
え
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、こ
う
し
た
新
し

い
異
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
研
究

ア
プ
ロ
ー
チ
は
、こ
れ
か
ら
日
本

企
業
が
多
く
の
外
国
人
労
働
者
を

雇
用
し
て
い
く
う
え
で
必
要
な
視

点
を
提
供
し
て
く
れ
る
は
ず
で
あ

る
。だ
か
ら
こ
そ
、「
考
え
抜
く
実

学
。」と
い
う
視
点
で
、異
文
化
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
論
の
学
び
を
深
め
る

こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

パーソナリティ

文化

人間性

図1　人間のメンタル・プログラム

（出所）Ｇ．ホフステード, G. J. ホフステード, M. ミンコフ (著), 岩井八郎, 岩井紀子 (翻訳)（2013）
 『多文化世界: 違いを学び未来への道を探る (原書第3版)』有斐閣、p.5
オリジナルは、Hofstede, Hofstede, G. J., & Minkov, M. (2010). Cultures and Organizations: 
Software of the Mind: Intercultural Cooperation and Its Importance for Survival (Revised and 
expanded 3rd ed.). McGraw-Hill. p.6.

遺伝＋学習それぞれの人に特有

学習集団やカテゴリーに特有

遺伝普遍的
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第3回テーマ

異文化マネジメント
本学の教員が自身の研究や話題のニュースについて解説します。
今回はコミュニケーション学部の小山健太准教授
（研究分野：組織心理学、キャリア心理学、異文化マネジメント論）の講義です。

誌面講義

「
異
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」を

考
え
抜
く

今
後
、日
本
の
労
働
人
口
は
大
幅

に
減
少
す
る
。現
在
の
日
本
の
人
口

は
約
1
億
2
0
0
0
万
人
で
あ
る

が
、国
の
推
計
で
は
2
0
7
0
年

に
は
8
7
0
0
万
人
に
ま
で
減
少

す
る
と
さ
れ
て
い
る
。実
は
、こ
の

2
0
7
0
年
の
政
府
の
人
口
統
計

に
は
日
本
で
生
活
す
る
外
国
人
が
含

ま
れ
て
い
る
。人
口
に
占
め
る
外
国

人
の
割
合
は
、2
0
2
0
年
時
点
で

2

・2
％（
約
2
8
0
万
人
）で
あ
る

が
、2
0
7
0
年
に
は
10
・
8
％（
約

9
4
0
万
人
）に
な
る
。つ
ま
り
、現

在
よ
り
も
大
幅
に
日
本
で
生
活
す

る
外
国
人
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ

て
い
る
。

「
2
0
7
0
年
」は
遠
い
未
来
で

は
な
い
。現
役
の
大
学
生
の
多
く

が
60
代
後
半
に
な
る
頃
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
を
ど
の
よ
う
な

社
会
に
す
る
か
は
、ま
さ
に
現
役

の
大
学
生
の
手
に
か
か
っ
て
い
る

の
で
あ
り
、「
考
え
抜
く
実
学
。」と

い
う
視
点
が
重
要
に
な
る
。私
の

専
門
は「
異
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

論
」で
あ
る
が
、学
生
が
卒
業
後

に
実
践
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で

考
え
抜
い
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

で
、授
業
や
ゼ
ミ
に
取
り
組
ん
で

い
る
。そ
こ
で
、本
稿
で
は「
考
え

抜
く
実
学
。」と
い
う
視
点
か
ら

「
異
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
」の
一

端
を
解
説
す
る
。

日
本
企
業
に
お
け
る

異
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
課
題

日
本
で
外
国
人
労
働
者
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、2
0
2
3
年
に
初

め
て
2
0
0
万
人
を
超
え
た
。外
国

人
労
働
者
の
な
か
に
も
様
々
な
雇

用
形
態
で
働
い
て
い
る
人
が
い
る

が
、本
稿
で
は
こ
れ
以
後
、日
本
人

正
社
員
と
同
等
の
雇
用
形
態
で
働

く
外
国
人
に
焦
点
を
あ
て
る
。そ
う

し
た
外
国
人
労
働
者
の
こ
と
を
、政

府
は「
高
度
外
国
人
材
」と
呼
ぶ
。

現
状
、日
本
企
業
の
異
文
化
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
未
成
熟
で
あ
り
、

高
度
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
態
勢

が
未
整
備
で
あ
っ
た
り
、高
度
外
国

人
材
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
不
足
し
て
い
る
と
い

う
課
題
が
あ
る
。そ
の
た
め
、多
く

の
高
度
外
国
人
材
が
強
い
孤
独
感

を
抱
い
て
い
る
。こ
う
し
た
状
況
か

ら
、O
E
C
D
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

世
界
の
高
度
外
国
人
材
に
と
っ
て

日
本
で
働
く
こ
と
の
魅
力
は
低
い
。

冒
頭
で
説
明
し
た
通
り
、今
後
の
日

本
社
会
は
多
く
の
外
国
人
を
迎
え

入
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

か
ら
、日
本
企
業
の
異
文
化
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ

と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

異
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
に
お

け
る「
文
化
」の
捉
え
方

「
文
化
」の
定
義
は
研
究
者
に

よ
っ
て
様
々
で
あ
る
が
、共
通
す

る
3
点
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

第
一
は
、「
文
化
は
、あ
る
社
会
や

集
団
の
多
数
の
成
員
が
共
有
し
て

い
る
も
の
」と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
は
、「
文
化
は
、生
後
に
学
習

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、世
代
を
超

え
て
伝
達
さ
れ
る
も
の
」と
い
う

点
で
あ
る
。文
化
は
遺
伝
情
報
に

は
含
ま
れ
て
は
い
な
く
て
、必
ず

後
天
的
に
学
習
し
て
習
得
す
る
も

の
と
さ
れ
る
。た
だ
し
、そ
の
学

習
は
、親
か
ら
子
供
へ
、先
輩
か

ら
後
輩
へ
、世
代
を
超
え
て
行
わ

れ
る
。第
三
は
、「
文
化
は
、相
互

コミュニケーション学部准教授

 小山 健太

に
関
連
し
て
い
る
要
素
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
も
の
」と
い
う
こ
と

で
あ
る
。た
と
え
ば
、日
本
の
商

習
慣
で
は
、初
対
面
の
相
手
と
会

う
と
最
初
に
名
刺
交
換
と
い
う
行

動
を
す
る
が
、そ
れ
は
日
本
語
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
相

手
の
役
職
に
応
じ
て
敬
語
や
謙
譲

語
の
使
い
方
を
調
整
す
る
必
要
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。こ
の
よ
う
に
、

文
化
の
構
成
要
素
は
相
互
に
関
連

し
て
い
る
の
で
あ
り
、そ
の
意
味

で
文
化
は
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な

も
の
で
あ
る
。

ホ
フ
ス
テ
ー
ド
と
い
う
研
究
者

は
、人
間
の
メ
ン
タ
ル
・
プ
ロ
グ

ラ
ム（
心
の
構
造
）を
3
つ
の
層

で
説
明
し
た（
図
1
）。一
番
下
の

層
は「
人
間
性
」で
あ
る
。こ
れ
は
、

人
間（
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
）の
遺

伝
子
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、人
間

で
あ
れ
ば
誰
し
も
が
普
遍
的
に

持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。中
間

の
層
が「
文
化
」で
あ
る
。前
述
の

と
お
り
、文
化
は
遺
伝
子
に
刻
ま

れ
て
い
な
く
て
、後
天
的
に
学
習

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。あ
る
社
会

や
集
団
に
お
い
て
世
代
を
超
え
て

共
有
さ
れ
て
い
る
特
有
の
も
の
で

あ
る
。そ
し
て
、一
番
上
の
層
が

「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」、つ
ま
り「
個

性
」で
あ
る
。こ
れ
は
、遺
伝
子
に

よ
る
先
天
的
な
も
の
と
、生
ま
れ

た
あ
と
に
学
習
す
る
後
天
的
な
も

の
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。そ
し

て
、パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
は
同
じ
文

化
の
な
か
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に

特
有
な
も
の
で
あ
る
。

異
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
の

変
遷従

来
の
異
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
究
で
は
、ホ
フ
ス
テ
ー
ド
の
提

唱
し
た
メ
ン
タ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
中
間
の
層
の
み
に
着
目
す
る
ア

プ
ロ
ー
チ
が
と
ら
れ
た
。つ
ま
り
、

「
日
本
の
労
働
文
化
」な
ど
の
よ
う

に
、国
家
単
位
で
文
化
の
差
異
を

比
較
す
る
こ
と
が
主
流
で
あ
っ

た
。「
国
民
文
化
研
究
」と
呼
ば
れ

る
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
が
様
々
な
国
に
進

出
す
る
際
に
、各
国
で
現
地
の
人

た
ち
を
雇
用
管
理
す
る
う
え
で
大

い
に
役
立
っ
た
。

し
か
し
、2
0
0
0
年
頃
か
ら

国
民
文
化
研
究
の
限
界
が
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
れ
は
、労

働
者
の
ほ
う
が
国
を
超
え
て
移
動

す
る
よ
う
に
な
り
、様
々
な
国
の
出

身
者
が
同
じ
職
場
で
働
く
と
い
う

状
況
が
一
般
に
な
っ
た
た
め
で
あ

る
。実
は
、国
民
文
化
研
究
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
平
均
的
な
特
徴
を
分

析
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。た
と
え

ば
、日
本
は
不
確
実
性
回
避
が
強
い

文
化
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、当
然
な

が
ら
日
本
人
の
中
に
も
不
確
実
性

を
受
け
入
れ
て
挑
戦
意
欲
が
旺
盛

な
人
は
い
る
。し
か
も
、母
国
を
離

れ
て
働
く
人
の
場
合
、母
国
の
平
均

的
な
文
化
的
価
値
を
強
く
持
っ
て

い
る
可
能
性
は
低
い
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、近
年
の
異

文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
で
は
、ホ

フ
ス
テ
ー
ド
が
提
唱
し
た
3
つ
の

層
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
捉
え
る
ア
プ

ロ
ー
チ
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。つ

ま
り
、中
間
の
層
の「
文
化
」だ
け
で

は
な
く
、一
番
下
の
層
の「
国
民
文

化
を
超
え
て
、普
遍
的
に
共
通
す
る

要
素
」や
、一
番
上
の
層
の「
一
人
ひ

と
り
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ（
個
性
）」

も
考
慮
し
て
、異
な
る
文
化
の
人
た

ち
で
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
手
法
を
見
出
そ
う
と
す

る
研
究
が
近
年
増
え
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、こ
う
し
た
新
し

い
異
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
研
究

ア
プ
ロ
ー
チ
は
、こ
れ
か
ら
日
本

企
業
が
多
く
の
外
国
人
労
働
者
を

雇
用
し
て
い
く
う
え
で
必
要
な
視

点
を
提
供
し
て
く
れ
る
は
ず
で
あ

る
。だ
か
ら
こ
そ
、「
考
え
抜
く
実

学
。」と
い
う
視
点
で
、異
文
化
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
論
の
学
び
を
深
め
る

こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

パーソナリティ

文化

人間性

図1　人間のメンタル・プログラム

（出所）Ｇ．ホフステード, G. J. ホフステード, M. ミンコフ (著), 岩井八郎, 岩井紀子 (翻訳)（2013）
 『多文化世界: 違いを学び未来への道を探る (原書第3版)』有斐閣、p.5
オリジナルは、Hofstede, Hofstede, G. J., & Minkov, M. (2010). Cultures and Organizations: 
Software of the Mind: Intercultural Cooperation and Its Importance for Survival (Revised and 
expanded 3rd ed.). McGraw-Hill. p.6.

遺伝＋学習それぞれの人に特有
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私立大学志願者総数（2015年度を100とした10年間の推移）グラフ 1

本学一般選抜、共通テスト利用選抜志願者数推移グラフ 2

志願者数2カ年比較表 1

（年度）
2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

（年度）
2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

5,592
5,972

7,603
8,220 8,529 8,540

6,305 6,465
5,830

5,120

5,702
5,458 5,879

5,366
4,736

3,704 3,268 3,056 2,693

3,902

11,294 11,430

13,482 13,586

12,244

9,573 9,521
8,523

9,022

13,265

一般

共テ

2023年度教科型 2024年度 前年比
3教科型
ベスト2型
2教科型
2教科型
3教科型
2教科型
4科目型
3教科型

1,940
2,181

493
506

2,477
1,167

167
91

9,022
1,136

10,158

前期

一般・共テ　計
その他（推薦・総合型）計

合計

前期

中期
後期

後期

94.3%
90.7%
79.9%
67.3%

140.7%
167.0%
128.5%
87.5%

105.9%
106.1%
105.9%

2,057
2,404

617
752

1,760
699
130
104

8,523
1,071
9,594

志願者総数
全国の高3生数

一般選抜志願者数
共通テスト利用選抜志願者数
一般・共テ利用志願者数（合計）

（
%
）

（
人
）

入試結果報告
入試課長

若木 和之

2024年度
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２
０
２
４
年
度
入
試

私
立
大
学
志
願
状
況

　

全
国
私
立
大
学
の
2
0
2
4
年
度

志
願
状
況
は
、前
年
比
99・３
％
で
５

年
連
続
の
志
願
者
減
と
な
り
ま
し
た

【
グ
ラ
フ
１
】。

　
24
年
度
志
願
状
況
の
特
徴
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
受
験
生
総
数
の
減
少（
96・６
％［
推

定
］）、②
ト
ッ
プ
～
上
位
校
に
は
幅

広
い
受
験
生
層
が
積
極
的
に
出
願
、

③
集
計
大
学
の
70・
３
％
が
志
願
者

減
、④
年
内
入
試
へ
の
シ
フ
ト
進
行

の
継
続
、⑤
入
試
競
争
の
緩
和
に
よ

り
受
験
生
一
人
当
た
り
の
出
願
数
の

減
少
、⑥「
大
都
市
志
向
」「
大
規
模
大

学
志
向
」が
進
行
、⑦
中
堅
～
下
位
層

の
共
通
テ
ス
ト
方
式
離
れ
の
進
行
。

（
豊
島
継
男
事
務
所「
2
0
2
4
年
度

一
般
選
抜
志
願
状
況
レ
ポ
ー
ト
最
終

報
」よ
り
）

本
学
の
２
０
２
４
年
度
入
試
結
果

　

こ
の
よ
う
な
入
試
環
境
の
中
、本

学
の
２
０
２
４
年
度
入
試（
第
一
年

次
対
象
）の
総
志
願
者
数
は
、１
０
，

１
５
８
人（
前
年
比
1
0
5・
９
％
）。

内
、一
般
選
抜・共
通
テ
ス
ト
利
用
選

抜
の
志
願
者
数
は
、９
，０
２
２
人（
前

年
比
1
0
5・
９
％
）で
し
た【
グ
ラ

フ
２
】。全
国
的
に
は
減
少
傾
向
が
継

続
す
る
中
、本
学
で
は
、志
願
者
数
増

へ
と
転
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

前
年
に
続
い
て「
年
内
入
試
シ
フ

ト
」の
傾
向
が
見
ら
れ
、【
表
１
】の
と

お
り
、推
薦・総
合
型
の
志
願
者
数
は

前
年
比
1
0
6・
１
％
と
増
加
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
き
を
見

せ
る
中
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

通
常
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
り
、特

に
推
薦・
総
合
型
選
抜
を
検
討
す
る

受
験
生
に
第
一
志
望
を
固
め
る
た
め

の
適
切
な
情
報
提
供
が
行
え
た
こ
と

は
志
願
者
数
増
加
要
因
の
一
つ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

一
般
選
抜・
共
通
テ
ス
ト
利
用
選

抜
の
志
願
者
数
が
増
加
し
た
の
は
、

共
通
テ
ス
ト
利
用
選
抜
前
期
の
増
加

に
よ
る
も
の
で
す
。
新
た
に
英
語
外

部
試
験
の
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、利
便
性
が
高
い
と
評

価
し
た
志
願
者
が
多
く
存
在
し
た
と

見
ら
れ
ま
す
。全
国
傾
向
で
は
、中
堅

～
下
位
層
の
共
通
テ
ス
ト
方
式
離
れ

の
進
行
が
継
続
し
て
い
る
と
い
う
分

析
が
あ
る
こ
と
か
ら
、比
較
的
学
力

上
位
の
受
験
生
の
志
願
が
得
ら
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

加
え
て
高
得
点
の
２
教
科
で
も
判
定

で
き
る
よ
う
併
願
可
能
と
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、総
合
型
選
抜
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
は「
探
究
活
動
評
価
型
選
抜
」

を
新
設
し
、経
済
学
部
と
経
営
学
部

で
募
集
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
入
試
制
度
に
つ
い
て
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
は
じ
め
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
様
々
な
ツ
ー
ル
を
使
い
、

受
験
生
へ
の
入
試
広
報
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
一
方
で
、年
内
入
試
へ
の
シ
フ
ト
が

あ
る
と
は
い
え
、一
般
選
抜
の
志
願
者

数
減
少
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
は
、大

き
な
課
題
と
し
て
受
け
止
め
て
い
ま

す
。2
0
2
5
年
度
入
試
で
は
、一
般
選

抜
の
大
き
な
制
度
改
革
を
行
い
ま
す
。

（
１
） 

新
た
な
試
験
日
程（
２
月
３
日
）

で
全
学
部・
学
科
等
の
併
願
が
可
能

な「
全
学
統
一
方
式
前
期
」を
新
設
。

（
２
） 「
ベ
ス
ト
２
型
」を「
ベ
ス
ト
２

プ
ラ
ス
」と
し
、３
教
科
で
の
判
定
に

徐 

京
植
さ
ん
を
偲
ぶ
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

本
学
で
20
年
以
上
教
鞭
を
執
ら
れ

て
、2
0
2
1
年
3
月
に
定
年
退
職
さ

れ
た
、名
誉
教
授
で
作
家
の
徐
京
植
先

生
が
、23
年
12
月
に
急
逝
さ
れ
た
。元

来
、旅
人
で
あ
り
物
書
き
で
あ
っ
た

徐
先
生
は
ご
退
職
後
に
人
文
紀
行
を

さ
ら
に
書
き
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
自

他
と
も
に
期
待
し
て
い
た
だ
け
に
、あ

ま
り
に
急
な
訃
報
に
言
葉
を
失
っ
た
。

1
9
7
0
年
代
か
ら
80
年
代
を
通
し

て
日
韓
の
架
け
橋
と
な
っ
た
植
民
地

主
義
と
独
裁
を
克
服
す
る
市
民
運
動

と
の
連
携
、90
年
代
か
ら
の
脱
冷
戦

化
過
程
に
お
け
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア

ル
な
世
界
史
的
な
歴
史
認
識
論
争
、

2
0
0
0
年
か
ら
の
本
学
で
の
教
育

活
動
で
果
た
し
た
徐
先
生
の
功
績
の

重
要
さ
に
鑑
み
、4
月
20
日
に
本
学

で
偲
ぶ
会
を
開
催
し
た
。

　

偲
ぶ
会
で
は
、徐
先
生

の
人
生
を
で
き
る
だ
け
多

面
的
に
振
り
返
る
べ
く
、

ゆ
か
り
の
深
い
方
々
に
追

悼
の
ご
発
言
を
お
願
い
し

た
。
70
年
代
か
ら
在
日
朝

鮮
人
当
事
者
と
し
て
、そ

し
て
韓
国
留
学
中
の
民
主

化
運
動
で
逮
捕
さ
れ
た
兄

2
人
の
救
援
運
動
の
中
心

と
し
て
、徐
さ
ん
は
社
会

的
な
発
言
を
重
ね
て
こ
ら

れ
た
が
、そ
の
頃
か
ら
を

深
く
知
る
身
近
な
人
と
し

て
、そ
の
獄
中
に
い
た
兄

の
1
人
で
あ
る
徐
勝
さ

ん
、若
い
頃
か
ら
家
族
ぐ

る
み
で
交
際
が
あ
り
同
世
代
の
在
日

朝
鮮
人
と
し
て
苦
楽
を
共
有
さ
れ
て

き
た
宋
連
玉
さ
ん
、私
生
活
上
の
長

年
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
最
も
近
く

か
ら
徐
先
生
を
見
守
っ
て
こ
ら
れ
た

舩
橋
裕
子
さ
ん
。
90
年
代
か
ら
の
歴

史
認
識
論
争
な
ど
日
本
社
会
の
反
動・

右
傾
化
に
対
し
て
共
に
闘
っ
た
言
論

人
の
同
志
と
し
て
、高
橋
哲
哉
さ
ん
、

鵜
飼
哲
さ
ん
、李
静
和
さ
ん
、大
田
美

和
さ
ん
。
と
く
に
高
橋
さ
ん
は
長
き

に
わ
た
り
徐
先
生
と
多
く
の
共
著
書

徐 

京
植 

（
ソ
・
キ
ョ
ン
シ
ク
）1951 -2023

1951年京都府生まれ、74年早稲田大学卒業。在学中の71年に2
人の兄が韓国留学中に逮捕され、救援運動開始（88年と90年に
釈放）。91年より諸大学で非常勤講師、99年に本学現代法学部
で非常勤講師を経て2000年に同専任講師として着任、人権論や
芸術論などを担当。06～07年度にサバティカルで韓国・聖公会
大学客員教授。08年に本学教授に昇任、また08～09年度全学共
通教育センター長。18～19年度、本学図書館長。21年3月、本学
を定年退職（名誉教授）。23年12月18日永眠。
著書に、『長くきびしい道のり：徐兄弟・獄中の生』（影書房、88年）、
『私の西洋美術巡礼』（みすず書房、91年）、『分断を生きる』（影
書房、97年）、『プリーモ・レーヴィへの旅』（朝日新聞社、99年）、
『半難民の位置から』（影書房、02年）、『ディアスポラ紀行』（岩
波書店、05年）、『植民地主義の暴力』（高文研、10年）、『在日朝
鮮人ってどんなひと？』（平凡社、12年）、『越境画廊：私の朝鮮美
術巡礼』（論創社、15年）、『日本リベラル派の頽落』（高文研、17年）、
『メドゥーサの首：私のイタリア人文紀行』（論創社、20年）、『ウー
ズ河畔まで：私のイギリス人文紀行』（論創社、21年）など多数。

を
出
さ
れ
た
。
徐
先
生
の
社
会
的
な

発
言
や
人
文
的
な
考
察
を
出
版
や
テ

レ
ビ
を
通
し
て
世
に
送
り
出
し
た
編

集
者・
放
送
人・
翻
訳
者
と
し
て
、真

鍋
か
お
る
さ
ん（
高
文
研
）、鎌
倉
英

也
さ
ん（
N
H
K
）、崔
在
爀
さ
ん（
聯

立
書
架
＝
韓
国
）。こ
の
お
三
方
と
の

深
い
信
頼
関
係
に
基
づ
く
共
同
作
業

で
多
く
の
書
籍
と
映
像
が
作
ら
れ
た
。

そ
し
て
学
生
と
し
て
教
え
を
受
け
ま

た
若
輩
教
員
と
し
て
お
世
話
に
も

な
っ
た
同
僚
で
あ
る
、李
杏
理
さ
ん
、

澁
谷
知
美
さ
ん
、そ
し
て
早
尾
貴
紀
。

後
進
を
育
て
支
え
る
こ
と
を
大
事
に

し
た
教
育
者
と
し
て
の
徐
先
生
の
思

い
出
を
語
っ
た
。

　
合
わ
せ
て
13
人
に
よ
る
追
悼
か
ら
、

徐
先
生
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
越
境

的
な
知
識
人
の
姿
が
多
面
的
に
浮
か

び
上
が
っ
た
。
そ
の
突
然
の
喪
失
は

あ
ま
り
に
大
き
い
が
、し
か
し
各
人

が
生
前
の
徐
先
生
か
ら
受
け
取
っ
た

も
の
を
大
事
に
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
す
る
機
会
と
も
な
っ
た
。

全
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
　
早
尾 

貴
紀
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私立大学志願者総数（2015年度を100とした10年間の推移）グラフ 1

本学一般選抜、共通テスト利用選抜志願者数推移グラフ 2

志願者数2カ年比較表 1

（年度）
2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

（年度）
2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

5,592
5,972

7,603
8,220 8,529 8,540

6,305 6,465
5,830

5,120

5,702
5,458 5,879

5,366
4,736

3,704 3,268 3,056 2,693

3,902

11,294 11,430

13,482 13,586

12,244

9,573 9,521
8,523

9,022

13,265

一般

共テ

2023年度教科型 2024年度 前年比
3教科型
ベスト2型
2教科型
2教科型
3教科型
2教科型
4科目型
3教科型

1,940
2,181

493
506

2,477
1,167

167
91

9,022
1,136

10,158

前期

一般・共テ　計
その他（推薦・総合型）計

合計

前期

中期
後期

後期

94.3%
90.7%
79.9%
67.3%

140.7%
167.0%
128.5%
87.5%

105.9%
106.1%
105.9%

2,057
2,404

617
752

1,760
699
130
104

8,523
1,071
9,594

志願者総数
全国の高3生数

一般選抜志願者数
共通テスト利用選抜志願者数
一般・共テ利用志願者数（合計）

（
%
）

（
人
）

入試結果報告
入試課長
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２
０
２
４
年
度
入
試

私
立
大
学
志
願
状
況

　

全
国
私
立
大
学
の
2
0
2
4
年
度

志
願
状
況
は
、前
年
比
99・３
％
で
５

年
連
続
の
志
願
者
減
と
な
り
ま
し
た

【
グ
ラ
フ
１
】。

　
24
年
度
志
願
状
況
の
特
徴
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
受
験
生
総
数
の
減
少（
96・６
％［
推

定
］）、②
ト
ッ
プ
～
上
位
校
に
は
幅

広
い
受
験
生
層
が
積
極
的
に
出
願
、

③
集
計
大
学
の
70・
３
％
が
志
願
者

減
、④
年
内
入
試
へ
の
シ
フ
ト
進
行

の
継
続
、⑤
入
試
競
争
の
緩
和
に
よ

り
受
験
生
一
人
当
た
り
の
出
願
数
の

減
少
、⑥「
大
都
市
志
向
」「
大
規
模
大

学
志
向
」が
進
行
、⑦
中
堅
～
下
位
層

の
共
通
テ
ス
ト
方
式
離
れ
の
進
行
。

（
豊
島
継
男
事
務
所「
2
0
2
4
年
度

一
般
選
抜
志
願
状
況
レ
ポ
ー
ト
最
終

報
」よ
り
）

本
学
の
２
０
２
４
年
度
入
試
結
果

　

こ
の
よ
う
な
入
試
環
境
の
中
、本

学
の
２
０
２
４
年
度
入
試（
第
一
年

次
対
象
）の
総
志
願
者
数
は
、１
０
，

１
５
８
人（
前
年
比
1
0
5・
９
％
）。

内
、一
般
選
抜・共
通
テ
ス
ト
利
用
選

抜
の
志
願
者
数
は
、９
，０
２
２
人（
前

年
比
1
0
5・
９
％
）で
し
た【
グ
ラ

フ
２
】。全
国
的
に
は
減
少
傾
向
が
継

続
す
る
中
、本
学
で
は
、志
願
者
数
増

へ
と
転
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

前
年
に
続
い
て「
年
内
入
試
シ
フ

ト
」の
傾
向
が
見
ら
れ
、【
表
１
】の
と

お
り
、推
薦・総
合
型
の
志
願
者
数
は

前
年
比
1
0
6・
１
％
と
増
加
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
き
を
見

せ
る
中
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

通
常
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
り
、特

に
推
薦・
総
合
型
選
抜
を
検
討
す
る

受
験
生
に
第
一
志
望
を
固
め
る
た
め

の
適
切
な
情
報
提
供
が
行
え
た
こ
と

は
志
願
者
数
増
加
要
因
の
一
つ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

一
般
選
抜・
共
通
テ
ス
ト
利
用
選

抜
の
志
願
者
数
が
増
加
し
た
の
は
、

共
通
テ
ス
ト
利
用
選
抜
前
期
の
増
加

に
よ
る
も
の
で
す
。
新
た
に
英
語
外

部
試
験
の
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、利
便
性
が
高
い
と
評

価
し
た
志
願
者
が
多
く
存
在
し
た
と

見
ら
れ
ま
す
。全
国
傾
向
で
は
、中
堅

～
下
位
層
の
共
通
テ
ス
ト
方
式
離
れ

の
進
行
が
継
続
し
て
い
る
と
い
う
分

析
が
あ
る
こ
と
か
ら
、比
較
的
学
力

上
位
の
受
験
生
の
志
願
が
得
ら
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

加
え
て
高
得
点
の
２
教
科
で
も
判
定

で
き
る
よ
う
併
願
可
能
と
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、総
合
型
選
抜
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
は「
探
究
活
動
評
価
型
選
抜
」

を
新
設
し
、経
済
学
部
と
経
営
学
部

で
募
集
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
入
試
制
度
に
つ
い
て
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
は
じ
め
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
様
々
な
ツ
ー
ル
を
使
い
、

受
験
生
へ
の
入
試
広
報
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
一
方
で
、年
内
入
試
へ
の
シ
フ
ト
が

あ
る
と
は
い
え
、一
般
選
抜
の
志
願
者

数
減
少
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
は
、大

き
な
課
題
と
し
て
受
け
止
め
て
い
ま

す
。2
0
2
5
年
度
入
試
で
は
、一
般
選

抜
の
大
き
な
制
度
改
革
を
行
い
ま
す
。

（
１
） 

新
た
な
試
験
日
程（
２
月
３
日
）

で
全
学
部・
学
科
等
の
併
願
が
可
能

な「
全
学
統
一
方
式
前
期
」を
新
設
。

（
２
） 「
ベ
ス
ト
２
型
」を「
ベ
ス
ト
２

プ
ラ
ス
」と
し
、３
教
科
で
の
判
定
に

徐 

京
植
さ
ん
を
偲
ぶ
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

本
学
で
20
年
以
上
教
鞭
を
執
ら
れ

て
、2
0
2
1
年
3
月
に
定
年
退
職
さ

れ
た
、名
誉
教
授
で
作
家
の
徐
京
植
先

生
が
、23
年
12
月
に
急
逝
さ
れ
た
。元

来
、旅
人
で
あ
り
物
書
き
で
あ
っ
た

徐
先
生
は
ご
退
職
後
に
人
文
紀
行
を

さ
ら
に
書
き
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
自

他
と
も
に
期
待
し
て
い
た
だ
け
に
、あ

ま
り
に
急
な
訃
報
に
言
葉
を
失
っ
た
。

1
9
7
0
年
代
か
ら
80
年
代
を
通
し

て
日
韓
の
架
け
橋
と
な
っ
た
植
民
地

主
義
と
独
裁
を
克
服
す
る
市
民
運
動

と
の
連
携
、90
年
代
か
ら
の
脱
冷
戦

化
過
程
に
お
け
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア

ル
な
世
界
史
的
な
歴
史
認
識
論
争
、

2
0
0
0
年
か
ら
の
本
学
で
の
教
育

活
動
で
果
た
し
た
徐
先
生
の
功
績
の

重
要
さ
に
鑑
み
、4
月
20
日
に
本
学

で
偲
ぶ
会
を
開
催
し
た
。

　

偲
ぶ
会
で
は
、徐
先
生

の
人
生
を
で
き
る
だ
け
多

面
的
に
振
り
返
る
べ
く
、

ゆ
か
り
の
深
い
方
々
に
追

悼
の
ご
発
言
を
お
願
い
し

た
。
70
年
代
か
ら
在
日
朝

鮮
人
当
事
者
と
し
て
、そ

し
て
韓
国
留
学
中
の
民
主

化
運
動
で
逮
捕
さ
れ
た
兄

2
人
の
救
援
運
動
の
中
心

と
し
て
、徐
さ
ん
は
社
会

的
な
発
言
を
重
ね
て
こ
ら

れ
た
が
、そ
の
頃
か
ら
を

深
く
知
る
身
近
な
人
と
し

て
、そ
の
獄
中
に
い
た
兄

の
1
人
で
あ
る
徐
勝
さ

ん
、若
い
頃
か
ら
家
族
ぐ

る
み
で
交
際
が
あ
り
同
世
代
の
在
日

朝
鮮
人
と
し
て
苦
楽
を
共
有
さ
れ
て

き
た
宋
連
玉
さ
ん
、私
生
活
上
の
長

年
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
最
も
近
く

か
ら
徐
先
生
を
見
守
っ
て
こ
ら
れ
た

舩
橋
裕
子
さ
ん
。
90
年
代
か
ら
の
歴

史
認
識
論
争
な
ど
日
本
社
会
の
反
動・

右
傾
化
に
対
し
て
共
に
闘
っ
た
言
論

人
の
同
志
と
し
て
、高
橋
哲
哉
さ
ん
、

鵜
飼
哲
さ
ん
、李
静
和
さ
ん
、大
田
美

和
さ
ん
。
と
く
に
高
橋
さ
ん
は
長
き

に
わ
た
り
徐
先
生
と
多
く
の
共
著
書

徐 

京
植 

（
ソ
・
キ
ョ
ン
シ
ク
）1951 -2023

1951年京都府生まれ、74年早稲田大学卒業。在学中の71年に2
人の兄が韓国留学中に逮捕され、救援運動開始（88年と90年に
釈放）。91年より諸大学で非常勤講師、99年に本学現代法学部
で非常勤講師を経て2000年に同専任講師として着任、人権論や
芸術論などを担当。06～07年度にサバティカルで韓国・聖公会
大学客員教授。08年に本学教授に昇任、また08～09年度全学共
通教育センター長。18～19年度、本学図書館長。21年3月、本学
を定年退職（名誉教授）。23年12月18日永眠。
著書に、『長くきびしい道のり：徐兄弟・獄中の生』（影書房、88年）、
『私の西洋美術巡礼』（みすず書房、91年）、『分断を生きる』（影
書房、97年）、『プリーモ・レーヴィへの旅』（朝日新聞社、99年）、
『半難民の位置から』（影書房、02年）、『ディアスポラ紀行』（岩
波書店、05年）、『植民地主義の暴力』（高文研、10年）、『在日朝
鮮人ってどんなひと？』（平凡社、12年）、『越境画廊：私の朝鮮美
術巡礼』（論創社、15年）、『日本リベラル派の頽落』（高文研、17年）、
『メドゥーサの首：私のイタリア人文紀行』（論創社、20年）、『ウー
ズ河畔まで：私のイギリス人文紀行』（論創社、21年）など多数。

を
出
さ
れ
た
。
徐
先
生
の
社
会
的
な

発
言
や
人
文
的
な
考
察
を
出
版
や
テ

レ
ビ
を
通
し
て
世
に
送
り
出
し
た
編

集
者・
放
送
人・
翻
訳
者
と
し
て
、真

鍋
か
お
る
さ
ん（
高
文
研
）、鎌
倉
英

也
さ
ん（
N
H
K
）、崔
在
爀
さ
ん（
聯

立
書
架
＝
韓
国
）。こ
の
お
三
方
と
の

深
い
信
頼
関
係
に
基
づ
く
共
同
作
業

で
多
く
の
書
籍
と
映
像
が
作
ら
れ
た
。

そ
し
て
学
生
と
し
て
教
え
を
受
け
ま

た
若
輩
教
員
と
し
て
お
世
話
に
も

な
っ
た
同
僚
で
あ
る
、李
杏
理
さ
ん
、

澁
谷
知
美
さ
ん
、そ
し
て
早
尾
貴
紀
。

後
進
を
育
て
支
え
る
こ
と
を
大
事
に

し
た
教
育
者
と
し
て
の
徐
先
生
の
思

い
出
を
語
っ
た
。

　
合
わ
せ
て
13
人
に
よ
る
追
悼
か
ら
、

徐
先
生
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
越
境

的
な
知
識
人
の
姿
が
多
面
的
に
浮
か

び
上
が
っ
た
。
そ
の
突
然
の
喪
失
は

あ
ま
り
に
大
き
い
が
、し
か
し
各
人

が
生
前
の
徐
先
生
か
ら
受
け
取
っ
た

も
の
を
大
事
に
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
す
る
機
会
と
も
な
っ
た
。

全
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
　
早
尾 

貴
紀



2023年度 決算書概要
2024年度 予算書概要
令和5年度収支決算

　学校法人東京経済大学の2023年度（令和5年度）の事業報告と決算が5月23日開催
の評議員会・理事会において承認され、確定いたしました。また、2024年度（令和6年度）
の事業計画と予算は3月21日開催の評議員会・理事会において決定しています。2023
年度決算書概要および2024年度予算書概要を掲載いたしますのでご覧ください。なお、
2023年度事業報告書および2024年度事業計画は東京経済大学公式サイトに掲載して
おりますのでそちらをご覧ください。

科目

収入の部
学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産売却収入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

支出の部
人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出

[予備費]

資金支出調整勘定
翌年度繰越支払資金
支出の部合計

貸借対照表
科目

資産の部
固定資産
（有形固定資産）
（特定資産）
（その他の固定資産）
流動資産
資産の部合計

負債の部
固定負債
流動負債
負債の部合計
純資産の部
基本金
第１号基本金
第２号基本金
第３号基本金
第４号基本金
繰越収支差額
純資産の部合計

負債及び純資産の部合計

35,776,556,780
（17,477,597,333）
（9,411,761,834）
（8,887,197,613）
11,870,940,178
47,647,496,958

35,195,433,005
（17,895,064,901）
（9,084,298,092）
（8,216,070,012）
11,850,443,112
47,045,876,117

581,123,775
（△417,467,568）
（327,463,742）
（671,127,601）

20,497,066
601,620,841

2,846,828,188
3,296,134,478
6,142,962,666

2,840,455,217
3,467,055,143
6,307,510,360

6,372,971
△170,920,665
△164,547,694

41,196,766,793
34,167,954,970
1,733,814,414
4,768,997,409
526,000,000
307,767,499

41,504,534,292

40,643,189,304
33,931,104,048
1,433,814,414
4,752,270,842
526,000,000
95,176,453

40,738,365,757

553,577,489
236,850,922
300,000,000
16,726,567

0
212,591,046
766,168,535

4,478,434,000
2,869,855,000
471,524,000

0
0

150,578,000
189,525,000
3,712,361,000
99,394,000

(0)

4,400,153,066
2,741,646,920
471,905,978

0
0

130,300,758
193,994,826
2,691,637,698
129,064,391

78,280,934
128,208,080
△381,978

0
0

20,277,242
△4,469,826

1,020,723,302
△29,670,391

7,318,026,000
256,386,000
31,516,000
815,988,000
1,377,712,000
56,776,000
264,000,000
295,808,000

0
2,813,107,000
654,023,000

△3,262,845,000
11,636,357,000
22,256,854,000

7,319,648,500
252,690,564
47,021,907
802,977,425
1,415,854,000
55,979,300
270,231,364
284,980,756

0
2,682,004,380
585,659,575

△3,243,987,706
11,636,357,291
22,109,417,356

△1,622,500
3,695,436

△15,505,907
13,010,575
△38,142,000

796,700
△6,231,364
10,827,244

0
131,102,620
68,363,425

△18,857,294
―

147,436,644

資金収支計算書 令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

令和6年3月31日

（単位：円） 事業活動収支計算書 令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで （単位：円）

支
収
動
活
育
教

動
活
業
事

部
の
入
収

学生生徒等納付金

手数料

寄付金

経常費等補助金

付随事業収入

雑収入

教育活動収入計

動
活
業
事

部
の
出
支

人件費

教育研究経費

管理経費

徴収不能額等

教育活動支出計

教育活動収支差額

支
収
外
動
活
育
教 動

活
業
事

部
の
入
収 受取利息・配当金

その他の教育活動外収入

教育活動外収入計

動
活
業
事

部
の
出
支 借入金等利息

その他の教育活動外支出

教育活動外支出計

教育活動外収支差額

経常収支差額

支
収
別
特

動
活
業
事

部
の
入
収 資産売却差額

その他の特別収入

特別収入計

動
活
業
事

部
の
出
支 資産処分差額

その他の特別支出

特別支出計

特別収支差額

［予備費］

基本金組入前当年度収支差額

基本金組入額合計

当年度収支差額

前年度繰越収支差額

基本金取崩額

翌年度繰越収支差額

（参考）

事業活動収入計

事業活動支出計

科目 予算 決算 差異予算 決算 差異

（単位：円）

7,318,026,000

256,386,000

24,979,000

815,988,000

56,776,000

295,808,000

8,767,963,000

4,457,587,000

3,607,388,000

485,218,000

0

8,550,193,000

217,770,000

7,319,648,500

252,690,564

40,466,653

802,977,425

55,979,300

284,980,756

8,756,743,198

4,408,319,461

3,479,761,144

485,904,290

0

8,373,984,895

382,758,303

△1,622,500

3,695,436

△15,487,653

13,010,575

796,700

10,827,244

11,219,802

49,267,539

127,626,856

△686,290

0

176,208,105

△164,988,303

264,000,000

0

264,000,000

0

0

0

264,000,000

481,770,000

270,231,364

0

270,231,364

0

0

0

270,231,364

652,989,667

△6,231,364

0

△6,231,364

0

0

0

△6,231,364

△171,219,667

62,195,000

15,137,000

77,332,000

5,625,000

0

5,625,000

71,707,000

(0)

96,274,230

22,564,305

118,838,535

5,659,667

0

5,659,667

113,178,868

△34,079,230

△7,427,305

△41,506,535

△34,667

0

△34,667

△41,471,868

10,000,000

543,477,000

△540,147,000

3,330,000

95,177,000

0

98,507,000

9,109,295,000

8,565,818,000

―

766,168,535

△553,577,489

212,591,046

95,176,453

0

307,767,499

9,145,813,097

8,379,644,562

10,000,000

△222,691,535

13,430,489

△209,261,046

547

0

△209,260,499

△36,518,097

186,173,438

10,000,000
△236,396,000
10,511,579,000
22,256,854,000

―
△353,748,416
11,704,462,135
22,109,417,356

10,000,000
117,352,416

△1,192,883,135
147,436,644

47,647,496,958 47,045,876,117 601,620,841

本年度末 前年度末 増減

本学就職率・全国大学卒就職率・大卒求人倍率推移資料

（年度）
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%
）

求
人
倍
率（
倍
）

① 本学就職希望者就職率 ：該当年度3月卒業生　3月31日時点の数値、就職決定者数／（進路判明者数－就職を希望しない者の数）
② 本学卒業生就職率 ：該当年度3月卒業生　3月31日時点の数値、就職決定者数／卒業生数
③ 全国大学卒就職率 ：文部科学省学校基本調査、該当年度の就職者総数／全国の大学学部の卒業生数　※例年12月に公表
④ 大卒求人倍率 ：リクルートワークス研究所調査、求人総数／民間企業就職希望者数

202320222011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

13.64.8 6.1 8.2 8.5 10.9 11.7 10.1 9.7 9.7 9.7 12.1

1.71

1.23 1.27 1.28

1.61
1.73 1.74 1.78

1.88 1.83

1.53 1.50 1.58

63.9
67.3

69.8

72.6
74.7

76.1 77.1 78.0 77.7
74.2 74.5 75.9

89.8

68.7

73.4

78.0
81.1

85.6
87.8 87.2 87.7 87.4

83.9
86.6

89.5

95.9

80.2

85.8
89.0

91.8
93.6 94.2

96.1 95.9 96.7
92.8 94.4 95.8

差（ポイント、②-③）

①本学就職希望者就職率（%）
②本学卒業生就職率（%）
③全国大学卒就職率（%）
④大卒求人倍率（倍）

就職状況報告
キャリアセンター長

池本 晋也

2023年度
（2024年3月卒業生）
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2
0
2
3
年
度
の
就
職
環
境

　
新
卒
者
の
就
職
動
向
を
予
測
す
る

た
め
の
指
標
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
の

調
査
で
は
、「
2
0
2
4
年
3
月
卒
業

の
大
学
生・
大
学
院
生
対
象
の
大
卒

求
人
倍
率
は
1・
71
倍
と
、
前
年
の

1・
58
倍
よ
り
0・
13
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
た
」と
公
表
さ
れ
ま
し
た
。企
業
の

採
用
意
欲
は
高
く
、コ
ロ
ナ
禍
前
の

水
準
に
戻
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
が
、

依
然
と
し
て
従
業
員
規
模
や
業
種
に

よ
っ
て
求
人
倍
率
に
大
き
な
差
が
み

ら
れ
ま
し
た（
大
卒
求
人
倍
率
の
推

移
に
つ
い
て
は【
資
料
】、一
番
下
の

折
れ
線
参
照
）。

2
0
2
3
年
度
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等（
オ
ー
プ
ン・

カ
ン
パ
ニ
ー
な
ど
を
含
む
）が
職
業
観

育
成
に
寄
与
す
る
点
、お
よ
び
多
く
の

企
業
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
で
の

接
点
を
起
点
と
し
て
早
期
に
採
用
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
実
態
を
踏
ま
え
、

本
学
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
に
参

加
す
る
た
め
の
支
援
を
強
化
し
て
実

施
し
ま
し
た
。ま
た
、夏
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
等
の
参
加
を
目
指
し
、5
月

～
7
月
の
相
談
希
望
が
増
え
る
こ
と

を
見
込
み
、個
別
相
談
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
増
員
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　
4
年
生
向
け
の
支
援
と
し
て
、合

同
企
業
説
明
会
を
定
期
的
に
開
催

す
る
と
と
も
に
、
企
業
訪
問
や
本

学
が
独
自
に
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
か
ら
得
た
情
報
を
も
と
に
、

採
用
活
動
継
続
企
業
の
情
報
を
一

覧
に
し
て
学
生
に
提
供
す
る
な
ど
、

就
職
活
動
を
続
け
て
い
る
学
生
を

最
後
ま
で
粘
り
強
く
支
援
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
度（
2
0
2
4
年
3
月

卒
業
生
）の
就
職
状
況

　
2
0
2
4
年
3
月
卒
業
生
の
就
職

希
望
者
就
職
率
は
95・9
％
で
、前
年

度（
95・8
％
）比
＋
0・1
ポ
イ
ン
ト
、

卒
業
生
就
職
率
は
89・8
％
で
、前
年

度（
89・
5
％
）比
＋
0・
3
ポ
イ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。（
本
学
の
就
職
率
の

推
移
に
つ
い
て
は【
資
料
】、上
２
つ

の
折
れ
線
参
照
）。

2
0
2
4
年
度
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

　
新
た
な
支
援
と
し
て「
求
人
紹
介

会
」（
学
生
の
志
向
に
合
わ
せ
て
求

人
情
報
を
紹
介
）、「
卒
業
生
に
よ
る

就
職
相
談
会
」（
複
数
の
業
界
の
卒

業
生
が
一
堂
に
会
す
る
イ
ベ
ン
ト
）、

「
筆
記
試
験
対
策
本
の
購
入
補
助
」

（
対
策
本
の
購
入
費
用
の
半
額
を
補

助
）な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
就
職
活
動
用
と
し
て

個
人
利
用
の
た
め
の
ブ
ー
ス
を
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
ま
す
。

今
年
度
も
学
生
の
状
況
や
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。



2023年度 決算書概要
2024年度 予算書概要
令和5年度収支決算

　学校法人東京経済大学の2023年度（令和5年度）の事業報告と決算が5月23日開催
の評議員会・理事会において承認され、確定いたしました。また、2024年度（令和6年度）
の事業計画と予算は3月21日開催の評議員会・理事会において決定しています。2023
年度決算書概要および2024年度予算書概要を掲載いたしますのでご覧ください。なお、
2023年度事業報告書および2024年度事業計画は東京経済大学公式サイトに掲載して
おりますのでそちらをご覧ください。

科目

収入の部
学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産売却収入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

支出の部
人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出

[予備費]

資金支出調整勘定
翌年度繰越支払資金
支出の部合計

貸借対照表
科目

資産の部
固定資産
（有形固定資産）
（特定資産）
（その他の固定資産）
流動資産
資産の部合計

負債の部
固定負債
流動負債
負債の部合計
純資産の部
基本金
第１号基本金
第２号基本金
第３号基本金
第４号基本金
繰越収支差額
純資産の部合計

負債及び純資産の部合計

35,776,556,780
（17,477,597,333）
（9,411,761,834）
（8,887,197,613）
11,870,940,178
47,647,496,958

35,195,433,005
（17,895,064,901）
（9,084,298,092）
（8,216,070,012）
11,850,443,112
47,045,876,117

581,123,775
（△417,467,568）
（327,463,742）
（671,127,601）

20,497,066
601,620,841

2,846,828,188
3,296,134,478
6,142,962,666

2,840,455,217
3,467,055,143
6,307,510,360

6,372,971
△170,920,665
△164,547,694

41,196,766,793
34,167,954,970
1,733,814,414
4,768,997,409
526,000,000
307,767,499

41,504,534,292

40,643,189,304
33,931,104,048
1,433,814,414
4,752,270,842
526,000,000
95,176,453

40,738,365,757

553,577,489
236,850,922
300,000,000
16,726,567

0
212,591,046
766,168,535

4,478,434,000
2,869,855,000
471,524,000

0
0

150,578,000
189,525,000
3,712,361,000
99,394,000

(0)

4,400,153,066
2,741,646,920
471,905,978

0
0

130,300,758
193,994,826
2,691,637,698
129,064,391

78,280,934
128,208,080
△381,978

0
0

20,277,242
△4,469,826

1,020,723,302
△29,670,391

7,318,026,000
256,386,000
31,516,000
815,988,000
1,377,712,000
56,776,000
264,000,000
295,808,000

0
2,813,107,000
654,023,000

△3,262,845,000
11,636,357,000
22,256,854,000

7,319,648,500
252,690,564
47,021,907
802,977,425
1,415,854,000
55,979,300
270,231,364
284,980,756

0
2,682,004,380
585,659,575

△3,243,987,706
11,636,357,291
22,109,417,356

△1,622,500
3,695,436

△15,505,907
13,010,575
△38,142,000

796,700
△6,231,364
10,827,244

0
131,102,620
68,363,425
△18,857,294

―
147,436,644

資金収支計算書 令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

令和6年3月31日

（単位：円） 事業活動収支計算書 令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで （単位：円）

支
収
動
活
育
教

動
活
業
事

部
の
入
収

学生生徒等納付金

手数料

寄付金

経常費等補助金

付随事業収入

雑収入

教育活動収入計

動
活
業
事

部
の
出
支

人件費

教育研究経費

管理経費

徴収不能額等

教育活動支出計

教育活動収支差額

支
収
外
動
活
育
教 動

活
業
事

部
の
入
収 受取利息・配当金

その他の教育活動外収入

教育活動外収入計

動
活
業
事

部
の
出
支 借入金等利息

その他の教育活動外支出

教育活動外支出計

教育活動外収支差額

経常収支差額

支
収
別
特

動
活
業
事

部
の
入
収 資産売却差額

その他の特別収入

特別収入計

動
活
業
事

部
の
出
支 資産処分差額

その他の特別支出

特別支出計

特別収支差額

［予備費］

基本金組入前当年度収支差額

基本金組入額合計

当年度収支差額

前年度繰越収支差額

基本金取崩額

翌年度繰越収支差額

（参考）

事業活動収入計

事業活動支出計

科目 予算 決算 差異予算 決算 差異

（単位：円）

7,318,026,000

256,386,000

24,979,000

815,988,000

56,776,000

295,808,000

8,767,963,000

4,457,587,000

3,607,388,000

485,218,000

0

8,550,193,000

217,770,000

7,319,648,500

252,690,564

40,466,653

802,977,425

55,979,300

284,980,756

8,756,743,198

4,408,319,461

3,479,761,144

485,904,290

0

8,373,984,895

382,758,303

△1,622,500

3,695,436

△15,487,653

13,010,575

796,700

10,827,244

11,219,802

49,267,539

127,626,856

△686,290

0

176,208,105

△164,988,303

264,000,000

0

264,000,000

0

0

0

264,000,000

481,770,000

270,231,364

0

270,231,364

0

0

0

270,231,364

652,989,667

△6,231,364

0

△6,231,364

0

0

0

△6,231,364

△171,219,667

62,195,000

15,137,000

77,332,000

5,625,000

0

5,625,000

71,707,000

(0)

96,274,230

22,564,305

118,838,535

5,659,667

0

5,659,667

113,178,868

△34,079,230

△7,427,305

△41,506,535

△34,667

0

△34,667

△41,471,868

10,000,000

543,477,000

△540,147,000

3,330,000

95,177,000

0

98,507,000

9,109,295,000

8,565,818,000

―

766,168,535

△553,577,489

212,591,046

95,176,453

0

307,767,499

9,145,813,097

8,379,644,562

10,000,000

△222,691,535

13,430,489

△209,261,046

547

0

△209,260,499

△36,518,097

186,173,438

10,000,000
△236,396,000
10,511,579,000
22,256,854,000

―
△353,748,416
11,704,462,135
22,109,417,356

10,000,000
117,352,416

△1,192,883,135
147,436,644

47,647,496,958 47,045,876,117 601,620,841

本年度末 前年度末 増減

本学就職率・全国大学卒就職率・大卒求人倍率推移資料

（年度）
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① 本学就職希望者就職率 ：該当年度3月卒業生　3月31日時点の数値、就職決定者数／（進路判明者数－就職を希望しない者の数）
② 本学卒業生就職率 ：該当年度3月卒業生　3月31日時点の数値、就職決定者数／卒業生数
③ 全国大学卒就職率 ：文部科学省学校基本調査、該当年度の就職者総数／全国の大学学部の卒業生数　※例年12月に公表
④ 大卒求人倍率 ：リクルートワークス研究所調査、求人総数／民間企業就職希望者数

202320222011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

13.64.8 6.1 8.2 8.5 10.9 11.7 10.1 9.7 9.7 9.7 12.1

1.71

1.23 1.27 1.28

1.61
1.73 1.74 1.78

1.88 1.83

1.53 1.50 1.58

63.9
67.3

69.8

72.6
74.7

76.1 77.1 78.0 77.7
74.2 74.5 75.9

89.8

68.7

73.4

78.0
81.1

85.6
87.8 87.2 87.7 87.4

83.9
86.6

89.5

95.9

80.2

85.8
89.0

91.8
93.6 94.2

96.1 95.9 96.7
92.8 94.4 95.8

差（ポイント、②-③）

①本学就職希望者就職率（%）
②本学卒業生就職率（%）
③全国大学卒就職率（%）
④大卒求人倍率（倍）

就職状況報告
キャリアセンター長

池本 晋也

2023年度
（2024年3月卒業生）
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2
0
2
3
年
度
の
就
職
環
境

　
新
卒
者
の
就
職
動
向
を
予
測
す
る

た
め
の
指
標
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
の

調
査
で
は
、「
2
0
2
4
年
3
月
卒
業

の
大
学
生・
大
学
院
生
対
象
の
大
卒

求
人
倍
率
は
1・
71
倍
と
、
前
年
の

1・
58
倍
よ
り
0・
13
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
た
」と
公
表
さ
れ
ま
し
た
。企
業
の

採
用
意
欲
は
高
く
、コ
ロ
ナ
禍
前
の

水
準
に
戻
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
が
、

依
然
と
し
て
従
業
員
規
模
や
業
種
に

よ
っ
て
求
人
倍
率
に
大
き
な
差
が
み

ら
れ
ま
し
た（
大
卒
求
人
倍
率
の
推

移
に
つ
い
て
は【
資
料
】、一
番
下
の

折
れ
線
参
照
）。

2
0
2
3
年
度
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等（
オ
ー
プ
ン・

カ
ン
パ
ニ
ー
な
ど
を
含
む
）が
職
業
観

育
成
に
寄
与
す
る
点
、お
よ
び
多
く
の

企
業
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
で
の

接
点
を
起
点
と
し
て
早
期
に
採
用
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
実
態
を
踏
ま
え
、

本
学
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
に
参

加
す
る
た
め
の
支
援
を
強
化
し
て
実

施
し
ま
し
た
。ま
た
、夏
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
等
の
参
加
を
目
指
し
、5
月

～
7
月
の
相
談
希
望
が
増
え
る
こ
と

を
見
込
み
、個
別
相
談
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
増
員
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　
4
年
生
向
け
の
支
援
と
し
て
、合

同
企
業
説
明
会
を
定
期
的
に
開
催

す
る
と
と
も
に
、
企
業
訪
問
や
本

学
が
独
自
に
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
か
ら
得
た
情
報
を
も
と
に
、

採
用
活
動
継
続
企
業
の
情
報
を
一

覧
に
し
て
学
生
に
提
供
す
る
な
ど
、

就
職
活
動
を
続
け
て
い
る
学
生
を

最
後
ま
で
粘
り
強
く
支
援
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
度（
2
0
2
4
年
3
月

卒
業
生
）の
就
職
状
況

　
2
0
2
4
年
3
月
卒
業
生
の
就
職

希
望
者
就
職
率
は
95・9
％
で
、前
年

度（
95・8
％
）比
＋
0・1
ポ
イ
ン
ト
、

卒
業
生
就
職
率
は
89・8
％
で
、前
年

度（
89・
5
％
）比
＋
0・
3
ポ
イ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。（
本
学
の
就
職
率
の

推
移
に
つ
い
て
は【
資
料
】、上
２
つ

の
折
れ
線
参
照
）。

2
0
2
4
年
度
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

　
新
た
な
支
援
と
し
て「
求
人
紹
介

会
」（
学
生
の
志
向
に
合
わ
せ
て
求

人
情
報
を
紹
介
）、「
卒
業
生
に
よ
る

就
職
相
談
会
」（
複
数
の
業
界
の
卒

業
生
が
一
堂
に
会
す
る
イ
ベ
ン
ト
）、

「
筆
記
試
験
対
策
本
の
購
入
補
助
」

（
対
策
本
の
購
入
費
用
の
半
額
を
補

助
）な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
就
職
活
動
用
と
し
て

個
人
利
用
の
た
め
の
ブ
ー
ス
を
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
ま
す
。

今
年
度
も
学
生
の
状
況
や
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。



個
人
梢
報
保
護
の
た
めW

EB

掲
載
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒









東京経済大学報 第57巻第1号（夏号）アンケート
アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で
10名様に東経大グッズをプレゼントさせていただきます。
右の二次元コードから、ぜひご回答をお願いします。

東京都「こども未来会議（第12回）」に
現代法学部の野村武司教授がゲスト参加
　「子供が笑顔で子育てが楽しいと思える社会」の実現に向けて東京都が設置した
「こども未来会議（第12回）」が2024年5月29日（水）に東京都庁で開催され、現代
法学部の野村武司教授がゲスト参加しました。
　第12回となる今回は「アイルランドで私たちが学んだこと」をテーマに、「ワールドキャ
ンパス in アイルランド #つながる世界の10代」に参加した中高生が発表し、活動を
通した学びを振り返る報告会を行いました。「ワールドキャンパス in アイルランド #つ
ながる世界の10代」は、「チルドレンファースト」の社会の実現を目指す東京都が、ア
イルランドでの視察や意見交換を通じて、現地における子供の主体的な社会参加や
先進的な子供政策等、「こどもにやさしいまち」のあり方を学び、発信するプログラム
として開催し、選考の上決定された10名の中高生が、2024年3月26日から同月31
日にかけてアイルランドを訪問しました。
　「ワールドキャンパス in アイルランド #つながる世界の10代」参加者を引率した野村教
授は「アイルランドでは、子供の意見を聴き政策に反映させるということは、子供の権
利であると同時に文化であると強く感じた。今回の渡航は文化のきっかけになるような
ものであり、文化はつながりが必要である。このような機会を継続することで子供の声
が政策に反映されるよう、東京都の今後の取り組みに期待したい」旨コメントしました。

体育会部活動を紹介する公式サイト内ページを
リニューアル！ ～各部の近況報告など内容が充実
　本学公式サイトの体育会各部を紹介する「体育会系」ページを、体育会本部で広
報局長を務める卓球部の武川遥夏さん（コミュニケーション4年）の発案により、リニュー
アルしました。これまで、体育会各部の試合予定や結果は、体育会本部が運営する
Webサイトで情報を発信していましたが、各部の活躍をより多くの方に届けたいとい
う思いを持った武川さんが、広報課に相談したことでリニューアルが実現しました。
　新ページでは、各部の大会予定や試合結果、近況報告、広報局長のコメントなど
が毎月更新され、体育会の活動をより身近に感じられる工夫がされています。体育
会本部の活動と各部への応援をよろしくお願いします。

　国際交流課は2024年5月27日
（月）、グローバルラウンジ コトパ
ティオで「オーストラリアの留学生
活とインターンシップ」と題したイ
ベントを開催しました。今回は本
学のグローバルキャリアプログラ
ムでオーストラリアへ留学した徳
井日香さん（コミュニケーション3
年）が、約5カ月間の留学生活や現地でのインターンシップについて発表しました。徳
井さんは「自分の留学経験談がどれくらいの人に興味を持ってもらえるのか不安でし
たが、思っていた以上に多くの人が聞きに来てくれて、質問もたくさんしてくれたので、
楽しく発表ができました」と述べました。
　グローバルキャリアプログラムは本学のアドバンストプログラムの一つで、インター
ンシップを含む約5カ月間、海外研修を行うものです。研修効果をアップさせる留学
前後の授業や、研修費を大学が負担すること、休学が不要であることが特徴です。

留学体験を学生が発表 コトパティオイベント
「オーストラリアの留学生活とインターンシップ」を開催

第20回冬季デフリンピックで銀メダルを獲得した
本多将起選手が都民スポーツ大賞を受賞
　2024年5月20日（月）、都民スポー
ツ大賞表彰式が東京都庁で行われ、
今年3月にトルコで開催された第20回
冬季デフリンピック競技大会のフットサ
ル部門（男子団体戦）で銀メダルを獲
得した、本多将起さん（経済2年）が都
民スポーツ大賞を受賞しました。都民
スポーツ大賞は、世界的なスポーツ大
会において優秀な成績を収めた東京都ゆかりのアスリートの功績を称えるもので、今
回は計10名の選手に小池百合子東京都知事から表彰状と副賞が贈呈されました。

経済学部の佐藤一光教授が「森林環境税」に関して専門家として複数のTV番組へ出演
　経済学部の佐藤一光教授（専門：財政学、環境経済学）が、2024年6月3日（月）放
送のテレビ朝日・報道ステーションと6月4日（火）放送のテレビ朝日・モーニングショー、6
月7日（金）放送のフジテレビ・めざまし8に出演しました。報道ステーションでは、2024年
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撮影の日は、一瞬でしたが午後の日差しがキャンパスを照らしてくれました。4人の学生さんのうち2人は、マレーシア
とミャンマーから来ている留学生です。彼らは国際交流・多文化共修チューターとして、留学生の支援や日本人学生
との交流イベントを企画するなど、様々な活動を行っています。私も東経大を卒業した年にイギリスへ渡り、初めて帰
国したのが10年近く経ってからという経験があり、現在の私の基礎が作られました。国際的な視野を持つことは大切
です。そんな彼らを精一杯応援したいという気持ちを込めてシャッターを切りました。

東京経済大学報の表紙写真を写真家でエッセイストのハービー・山口氏が担当し、大学の今を皆様に届けます。

表紙へのことば
ハービー・山口氏より

東京経済大学公式サイト：体育会系
https://www.tku.ac.jp/campus/club/taiikukai.html

6月から1人年額1,000円が徴収される森林環境税について紹介があり、佐藤教授は「森
林を大切にしていく方向性自体は間違っていないが、“脱炭素”に向けた下準備としての
政策になっているか疑問が残る」とコメントしました。
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